
　やっぱり海は気持ちいい！７月１日、北の脇海水浴場で県内トップをきって海開き
が行われ、待ちに待った見能林幼稚園児が、海へ駆け込み大はしゃぎしていました。
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真
夏
の
熱
戦

美
ら
島
沖
縄
総
体
２
０
１
０

輝
け　
阿
南
の
若
者

　

高
校
№
１
を
決
す
る
夏
の
祭
典
・

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
が
、

南
国
の
地
沖
縄
県
で
７
月
28
日
か
ら

８
月
20
日
ま
で
行
わ
れ
る
。
今
年
で

48
回
の
歴
史
を
重
ね
る
若
き
ア
ス
リ

ー
ト
の
夢
舞
台
に
、
阿
南
市
か
ら
は

予
選
を
勝
ち
上
が
っ
た
44
人
が
エ
ン

ト
リ
ー
。
夢
と
期
待
を
背
に
、
今
、

南
国
の
地
で
青
春
の
熱
き
戦
い
が
繰

り
広
げ
ら
れ
る
。

　

が
ん
ば
れ
、
輝
く
阿
南
の
若
者
！

※
な
お
、ラ
イ
フ
ル
射
撃
に
つ
い
て
は「
第

48
回
全
国
高
等
学
校
ラ
イ
フ
ル
射
撃
競
技

選
手
権
大
会
」
が
、
７
月
28
日
か
ら
31
日

ま
で
広
島
県
で
行
わ
れ
る
。

【
注
】
写
真
及
び
抱
負
に
つ
い
て
は
、
取

材
許
可
を
い
た
だ
い
た
選
手
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。
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　私は今回、先生方の熱心なご指導や
たくさんの人に助けられて、インター
ハイに出場することができました。ま
た、これからもインターハイに向けて
精一杯頑張ります。

　春の選抜の悔しい思いを今回のイン
ターハイにぶつけてきたいと思います。
そして、今まで応援してくれた家族や
先生、近所の人たちにいい報告ができ
るよう精一杯頑張ります。

　三年生最後に掴んだインターハイへ
の切符。それを無駄にせず、一本一本
を大切にし、行けなかった選手たちの
想いを胸に、高く、高く跳びたい。

　昨年から総体に向け練習をしてきて
やっとインターハイ出場の権利を掴み
ました。インターハイでは、今までの
感謝を忘れず、自分らしく戦い勝ち抜
いていきたいと思います。

　徳島県の代表として、悔いの残らな
いような試合をしたいです。ペアに迷
惑をかけないように、日々の練習を大
事にして、まずは、初戦を勝てるよう
に頑張りたいです。

　昨年は２回戦までしか進めませんで
した。その時の悔しさを忘れずに練習
してきました。今年はベスト８を目標
に気持ちを前に、自分を信じて頑張っ
てきます。

　自分の持てる力を全て出し切ってき
たいと思います。声を出して自信をも
って１点でも多く点を取りたいと思い
ます。頑張ってきます。

２年 石橋尚道さん（富岡町：16歳）
：後列中央

　沖縄の舞台で阿南工業は徳島県男子
代表として、全国に通用するようなプ
レーをしたいです。３年生の先輩はバ
レーも上手いしとてもいい先輩なので、
来年、僕たちも強くなりたいです。

３年 篠岡克成さん（津乃峰町：17歳）
：後列左から２番目

　阿南工業は、全国で２勝しかしてい
ません。ほとんどいい結果が出ていま
せん。今回の沖縄総体で、まずは１勝
という目標で頑張り、いい結果を残し
たいです。

２年 助田佳輝さん（椿泊町：16歳）
：後列左

　僕は２年生で試合に出させてもらう
ので、３年生に迷惑をかけないように、
自分の持っている力を全て出すように
頑張りたいです。

３年 栄原篤史さん（椿町：17歳）
写真：前列左

　阿南工業のインターハイの過去最高
成績は、予選で勝ち決勝トーナメント
に進んだだけですので、予選を突破し
決勝トーナメントでも勝てるように頑
張ります。

２年 髙田　昭さん（那賀川町：16歳）
：後列右

　僕は２年生なので試合には出ること
はできないかもしれませんが、今年は
しっかりと応援したいです。また、来
年にもインターハイに出場できるよう
に頑張りたいです。

３年 児島史享さん（津乃峰町：18歳）
：後列右から２番目

　僕たち阿南工業は徳島県の代表とし
て、沖縄の地では過去の先輩方の成績
よりも上をめざし、過去最高の成績を
残したいです。

３年 竹内佑輔さん（椿泊町：17歳）
：前列右

　全国高校選抜大会では全国で１勝す
ることの厳しさを痛感させられたので、
インターハイではその悔しさをバネに
自分たちの持ち味をしっかり出して、
全国で勝ちたいです。

３年 棚橋俊毅さん（椿町：17歳）
：前列中央

　徳島県代表としての責任と自覚を持
ち、全国の舞台で１試合でも多く勝ち、
悔いの残らないように、精一杯頑張っ
てきたいと思っています。

阿南工業高等学校
バレーボール　男子

徳島商業高等学校　２年
枇杷谷優理さん（中林町：17歳）
テニス　女子　ダブルス

富岡東高等学校　３年
桑田知輝さん（見能林町：17歳）
陸上　男子　棒高跳び

富岡東高等学校　３年
井村　翔さん（領家町：17歳）
ソフトテニス　男子　個人

小松島西高等学校　３年
小川真太郎さん（羽ノ浦町：18歳）
自転車競技　男子　スプリント

生光学園高等学校　２年
柏木美穂さん（見能林町：16歳）
陸上競技　女子　砲丸投げ

小松島西高等学校　３年
小烏彩菜さん（那賀川町：17歳）
空手道　女子　個人・団体

小松島西高等学校　２年
清崎瑞穂さん（那賀川町：17歳）
空手道　女子　団体
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３年 前山雅貴さん（住吉町：18歳）写真：後列右から４番目
　僕は、３年間の練習でしてきたことを試合で出し切り、夏の暑さにも負けずに
チーム一丸となって一生懸命頑張るので応援よろしくお願いします。

３年 濱田雄吾さん（宝田町：17歳）：後列左から４番目
　高校３年間で最後の大会なので、試合に出て悔いのないように、プレーの一つ
一つを全力でして、最高の思い出にできるように頑張りたいです。

３年 谷口湧哉さん（宝田町：17歳）：前列左
　僕たち阿南工業ホッケー部は、全国大会でなかなか１回戦を勝ち上がることが
できません。まずは、１回戦を勝つことを目標にしたいし、最後まで楽しくみん
なとホッケーがしたいです。

３年 原　直人さん（横見町：18歳）：前列左から２番目
　部の目標である「全国で１勝」がまだ果たせていないので、最後の全国大会で
絶対に勝ちたいです。会場は暑いと思うけれど走り負けしないようにして思いっ
きりプレーしたいです。

２年 岡本淳嗣さん（新野町：16歳）：後列左から２番目
　この大会は、３年生の先輩にとって最後の大会なので、足を引っ張らないよう
に、全力でプレーしたい。そして、今までお世話になった先輩方に恩返しがした
い。

２年 福島　凌さん（日開野町：16歳）：後列右から３番目
　僕は多分試合には出られないけれど、みんなが頑張れるように陰でチームを支
えたいと思います。３年生の先輩方にとって最後の大会なので、頑張ってほしい
です。

２年 村田幸輝さん（柳島町：16歳）：後列右から２番目
　インターハイでまず１勝してみたいです。先輩と一緒に試合をするのも最後の
大会なので、できるだけ長くやりたいのと、試合に長く出られるようにしたいで
す。

２年 武田厚輝さん（宝田町：16歳）：後列左から３番目
　8 月に沖縄であるインターハイは、このチームで出る最後の公式戦なので、３
年生に負けない最高のプレイを出せるよう頑張り１戦でも多く勝ち、良い結果と
たくさんの思い出を作りたい。

３年 前川宗和さん（楠根町：18歳）：前列右から２番目
　私のインターハイの抱負は、まず１勝することです。阿南工業はここ数年、１
回戦敗退が続いているので私たちの代で連敗を止めたいと思います。そして悔い
のない試合をしたいです。

２年 樫原光樹さん（西路見町：16歳）：後列左
　先輩方とともに１勝をめざして頑張ってきたいと思っています。沖縄は暑いか
もしれないけど、暑さに負けずチームプレーを大切に１勝したいと思っています。

３年 佐野史弥さん（桑野町：18歳）：前列左から３番目
　ホッケー部のユニフォームを着るのもこのインターハイが最後です。「まず１
勝」を目標に、１日でも長くホッケー部の仲間とユニフォームを着て試合ができ
るように頑張ります。

３年 近藤祐希さん（下大野町：17歳）：後列右から５番目
　この３年間やってきたことをチーム一丸となって全国のチームにぶつけていき
たいと思います。まずは、１回戦突破をめざして頑張りますので応援よろしくお
願いします。

３年 檜　達也さん（宝田町：17歳）：前列右
　インターハイでは、それぞれ皆が持っている力を全力で発揮し、１勝でもでき
るように頑張りたいです。暑い中での試合になりますが、暑さに負けずプレーし
たいです。

３年 鍛治慶大さん（長生町：18歳）：後列右
　インターハイでは、阿南工業の代表であり、四国の代表であることを自覚して
闘いたいと思います。まだまだ力不足ですが、チームの皆の力になれるプレーを
したいです。

阿南工業高等学校　ホッケー　男子
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　初めてのインターハイなので不安と
緊張でいっぱいいっぱいですが、大会
に出られることと体操ができることの
喜びをかみしめながら、自分のできる
精一杯の演技をしたいです。

　今年は私にとっては最後のインター
ハイとなるので、悔いの残らないよう、
精一杯演技してアピールをしてきたい
と思います。応援よろしくお願いします。

　私は、今まで練習や試合で集中力や
技術力を高めてきました。全国大会で
は、今までやってきたことを発揮し、
好成績を残せるように頑張ります。

　初めての全国大会でとても緊張しま
すが、今までの練習の成果を出し切っ
てベストを尽くし、いい結果を残せる
ように頑張りたいと思います。

　自分が今まで練習してきたことを出
し切って、最後の一発まで集中し、自
信を持って自分らしい射撃をしたいと
思っています。最後まであきらめず頑
張ります。

　私のインターハイでの目標は、団体６位入賞です。そのためにも日々の練習を大切にしていきます。そして、支えてくだ
さる方々へ感謝の気持ちを持って最高の演技をしたいと思います。

３年 小原英里子さん（桑野町：18歳）：右
　インターハイでは、自信を持って楽しんで演技することを目標に、今まで練習
してきた成果が出し切れるように精一杯頑張ってきたいです。

１年 小原実奈さん（桑野町：15歳）：中央
　私は、インターハイという大きい大会に出場するのは初めてでとても緊張する
と思うけど、今まで５人で頑張ってきた成果を出し切って笑顔で演技したいです。

　今回、初めてインターハイに出場し
ます。全国には多くの強豪がいますが、
相手のペースに流されず、城ノ内フェ
ンシング部の名をあげられるような結
果を残したいです。

　２年連続のインターハイ出場となり
ますが、昨年成し遂げられなかった決
勝進出をめざし、ペアを組む仲間と力
を合わせて頑張りたいと思います。

２年 工藤麻美さん（長生町：16歳）
右から２番目

　全国大会という大きな舞台に立てる
ことに対して、今まで支えて下さった
方々への感謝の気持ちを忘れず、チー
ム一丸となって一戦一戦戦いたいと思
います。めざすは上位です。

２年 山本　悠さん（橘町：16歳）
左

　沖縄インターハイに出場でき嬉しく
思います。練習の成果を発揮し、感謝
の気持ちを忘れないよう、チーム一丸
となって頑張ってきます。

1 年 湯浅絵里加さん（羽ノ浦町：16歳）
左から２番目

　夢のインターハイに出場できるのも
今まで支えてきてくださった方々のお
かげです。感謝の気持ちを忘れず一戦
一戦全力で戦いたいと思います。上位
めざします。

3年 岩原紗也香さん（羽ノ浦町：17歳）
写真：右

　３年生にとっては最後の大会です。
今まで支えてくださった方々への感謝
の気持ちを忘れず、悔いの残らないよ
う全力で戦ってきます。

富岡西高等学校　新体操　女子　団体

富岡東高等学校
剣道　女子　団体

【注】写真及び抱負については、取材許可をいただいた選手を掲載しています。

富岡東高等学校　１年
福田紗己さん（橘町：16歳）
体操　女子　個人

富岡東高等学校　３年
品川成美さん（向原町：17歳）
体操　女子　個人

那賀高等学校　３年
佐藤　翼さん（那賀川町：17歳）
カヌー　男子　カナディアンペア

城ノ内高等学校　２年
土肥瑞希さん（見能林町：17歳）
フェンシング　女子　団体・個人

新野高等学校　２年
黒岩由実さん（山口町：17歳）
ライフル射撃　女子　個人

小松島高等学校　３年
榎本昌保さん（日開野町：17歳）
ライフル射撃　男子　
ビームライフル　個人

勝浦高等学校　２年
赤坂美波さん（上大野町：16歳）
ライフル射撃　女子　
ビームライフル　個人

３年 久保　圭さん（羽ノ浦町：18歳）写真：左
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阿
南
市
奨
学
資
金
貸
付
申
請
を

受
け
付
け
ま
す
（
二
次
募
集
）

　

奨
学
資
金
（
無
利
子
）
の
貸
し
付

け
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
教
育
委
員

会
総
務
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　
８
月
２
日
㈪
〜
９
月
７

日
㈫

申
請
方
法　
市
所
定
の
申
請
書
に
必

要
書
類
を
添
付

貸
付
要
件　

　

次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
方
。

◎
阿
南
市
に
１
年
以
上
住
所
を
有
し

ま
た
は
有
し
て
い
た
方
で
、
保
護

者
が
阿
南
市
に
住
所
を
有
す
る
方
。

◎
修
学
意
欲
が
あ
り
、
学
校
長
が
推

薦
す
る
方
。

◎
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難

と
認
め
ら
れ
る
方
。

◎
他
の
奨
学
金
制
度
に
よ
る
奨
学
金

の
貸
与
ま
た
は
給
付
を
受
け
て
い

な
い
方
。

貸
付
金
額（
月
額
）　
高
等
学
校
（
通

信
課
程
を
除
く
）
９
，
０
０
０
円
、

高
等
専
門
学
校
（
４
・
５
年
生
）
２

０
，
０
０
０
円
、
大
学
及
び
専
修
学

校
（
高
等
課
程
及
び
一
般
課
程
を
除

く
）
４
０
，
０
０
０
円

募
集
人
員　
高
等
学
校
10
人
以
内
、

大
学
（
高
専
４
・
５
年
生
）
及
び
専

修
学
校
５
人
以
内

問
い
合
わ
せ
は　
教
育
委
員
会
総
務

課
（
☎
22

－

３
２
９
９
）
へ

公
民
館
活
動
へ
積
極
的
な
ご
参
加
を

　

公
民
館
は
、「
つ
ど
う
」「
ま
な
ぶ
」

「
む
す
ぶ
」
を
基
本
に
、
地
域
の
皆

さ
ま
に
親
し
み
を
も
っ
て
利
用
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
な
公
民
館
を
め
ざ

し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
成
果
と
し
て
平
成
21
年
度
で

は
中
野
島
公
民
館
が
県
優
良
公
民
館

表
彰
を
受
賞
。
ま
た
、
県
広
報
紙
コ

ン
ク
ー
ル
で
は
那
賀
川
公
民
館
が
優

秀
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
地
道
な
取

り
組
み
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

も
ひ
と
え
に
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
支

援
ご
協
力
の
た
ま
も
の
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
皆
さ
ん
の
積
極
的

な
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

生
涯
学
習
課

「
龍
馬
は
稲
妻
を　

古
ぼ
け
た
一
反
風
呂
敷
に
包
ん
で

歩
い
ち
ょ
る
よ
う
な
男
じ
ゃ　

一
見
め
だ
ち
や
せ
ぬ
が

ひ
と
た
び
大
風
呂
敷
を
あ
け
る
と

雷
光
四
囲
を
つ
ら
ぬ
き　

白
光
天
下
に
満
ち

風
雲
た
ち
ど
こ
ろ
に
お
こ
っ
て　

豪

雨
く
だ
る
」

　

７
月
初
旬
、
高
知
県
四
万
十
市
の

新
庁
舎
を
訪
れ
た
際
、
玄
関
ロ
ビ
ー

に
こ
の
言
葉
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
近
代
日
本
の
ス
タ
ー
ト
は
、
２

６
０
年
余
り
続
い
た
徳
川
幕
府
が
倒

れ
、
１
８
６
７
年
12
月
９
日
王
政
復

古
と
い
う
ク
ー
デ
タ
ー
断
行
に
よ

り
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
１

カ
月
前
、
龍
馬
（
33
歳
）、
中
岡
慎

太
郎
（
30
歳
）
は
非
業
の
死
を
と
げ

ま
す
が
、
さ
ぞ
か
し
無
念
で
あ
っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。
推
定
身
長
１
７

２
セ
ン
チ

、
体
重
80
㌔
の
偉
丈
夫
で
あ
っ

た
龍
馬
は
、
野
性
的
で
自
ら
風
雲
を

作
り
、
維
新
回
天
、
近
代
日
本
建
設

の
先
兵
と
し
て
散
っ
て
い
き
ま
し
た
。

33
歳
と
い
う
若
さ
で
逝
っ
た
風
雲
児

で
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
、
今
な
お
多
く

の
人
々
の
心
を
魅
了
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、「
ジ
ャ
ネ
ー
の
法
則
」
を
ご

存
知
で
し
ょ
う
か
？
簡
単
に
言
え
ば
「
生
涯
の
あ
る
時

期
に
お
け
る
時
間
の
心
理
的
長
さ
は
年
齢
に
反
比
例
す

る
」
と
い
う
説
で
す
。

　

た
と
え
ば
、
10
歳
の
時
の
１
年
間
は
、
30
歳
な
ら
４

カ
月
（
１
年
の
１
／
３
）
に
、
60
歳
な
ら
ば
２
カ

月
（
１
年
の
１
／
６
）
に
感
じ
る
。
年
齢
が
２
倍

に
な
れ
ば
時
間
の
長
さ
は
半
分
に
、
年
齢
が
３
倍

に
な
れ
ば
時
間
の
長
さ
は
３
分
の
１
に
短
く
な
る

わ
け
で
す
。

　

私
は
今
55
歳
で
す
が
、
こ
の
法
則
を
信
じ
始
め

て
い
ま
す
。
人
間
誰
で
も
年
老
い
ま
す
。

今
、
手
元
に
、
１
０
０
年
に
１
度
の
大

和
尚
と
慕
わ
れ
た
清
水
寺
の
大
西
良
慶

貫
主
の
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

「
人
生
、
諸
行
無
常
や
ね
。
い
つ
ま
で

も
若
い
と
思
う
て
る
と
大
ま
ち
が
い
。

年
寄
り
と
は
意
見
が
合
わ
ん
と
い
っ
て

る
間
に
自
分
が
そ
の
年
寄
り
に
な
る
」

　

寿
命
は
長
い
に
こ
し
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
や
は
り
、
一
日
一
日
を
大

切
に
、中
身
の
濃
い
人
生
（
一
日
生
涯
）

を
つ
ら
ぬ
き
た
い
も
の
で
す
。

−

年
齢
考

−

－

市長通信

－

お元気ですか

　

阿南市長　岩　浅　嘉　仁

阿
南
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

●
金
五
万
三
千
七
百
六
十
六
円

見
能
林
町　

翔
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会

様
か
ら
第
17
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
歌

謡
シ
ョ
ー
「
あ
じ
さ
い
の
宴
」
に

お
け
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募
金
を
社

会
福
祉
事
業
活
動
資
金
と
し
て

　

ご
寄
贈
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
く
り
も
の
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物
品
等
の
指
名
競
争
入
札
参
加
資

格
審
査
申
請（
追
加
申
請
）を
受
付

　

平
成
22
・
23
年
度
に
市
が
発
注
す

る
物
品
等
の
指
名
競
争
入
札
に
参
加

を
希
望
さ
れ
る
方
は｢

指
名
競
争
入

札
参
加
資
格
審
査
申
請
書｣

を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
22
年
１
月
12
日
か
ら
２
月
10

日
ま
で
に
申
請
さ
れ
た
方
は
不
要
。

提
出
期
間　
８
月
２
日
㈪
〜
31
日
㈫

物
品
等
の
種
類　
備
品
、
消
耗
品
類

及
び
原
材
料
品
（
工
事
用
原
材
料
を

含
む
）
な
ど
。

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
は　
管
財
課

（
☎
22

－

３
８
０
４
）
へ

毎
月
勤
労
統
計
調
査
特
別

調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

こ
の
調
査
は
、
７
月
31
日
現
在
で

常
用
労
働
者
を
１
〜
４
人
雇
用
し
て

い
る
事
業
所
を
対
象
に
、
賃
金
、
労

働
時
間
及
び
労
働
者
数
の
動
向
を
調

査
し
、
全
国
及
び
都
道
府
県
別
に
明

ら
か
に
す
る
目
的
を
も
つ
大
切
な
調

査
で
す
。

　

調
査
期
間
中
、
統
計
調
査
員
が
訪

問
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

調
査
期
間　
８
月
〜
９
月

問
い
合
わ
せ
は　
徳
島
県
統
計
調
査

課
（
☎
０
８
８

－

６
２
１

－

２
１
３

７
）
へ

阿
南
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン（
素
案
）に
つ
い
て

の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト（
意
見
募
集
）を
実
施
し
ま
す

募
集
期
間　
８
月
１
日
㈰
〜
31
日
㈫

公
表
資
料　
阿
南
市
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
（
素
案
）
及
び
概
要
版

公
表
場
所　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
各

支
所
、
各
住
民
セ
ン
タ
ー
及
び
市
役

所
分
庁
舎
２
階
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

意
見
を
提
出
で
き
る
人　
①
市
内
に

在
住
、
在
勤
ま
た
は
在
学
の
方
②
市

内
に
事
務
所
ま
た
は
事
業
所
を
有
す

る
方
③
市
に
納
税
義
務
を
有
す
る
方

提
出
方
法　
様
式
は
自
由
で
す
が
名

前
及
び
住
所
を
記
入
の
う
え
、、
次

の
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
意
見
提
出
用

紙
を
公
表
場
所
に
用
意
し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

①
直
接
提
出　

市
役
所
分
庁
舎
２
階

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

②
郵
送　

〒
７
７
４

－

８
５
０
１　

富
岡
町
ト
ノ
町
12
番
地
３　

ま
ち
づ

く
り
推
進
課
ま
で

③
電
子
メ
ー
ル　

ま
ち
づ
く
り
推
進

課toshikei@city.anan.tokushim
a.jp

　

な
お
、
電
話
な
ど
口
頭
に
よ
る
受

け
付
け
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

意
見
の
公
表　
提
出
さ
れ
た
意
見
は
、

名
前
、
住
所
等
の
個
人
情
報
を
除
き
、

そ
の
内
容
を
整
理
し
て
原
則
公
表
し

ま
す
。
な
お
、
意
見
等
に
つ
い
て
の

個
別
回
答
は
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
ま
ち
づ
く
り
推
進

課
（
☎
22

－

１
５
９
６
）
へ

平
和
を
祈
り
１
分
間
の
黙も

く
と
う
を

　

昭
和
20
年
、
広
島
と

長
崎
に
原げ
ん

爆ば
く

が
投
下
さ
れ
、

日
本
は
唯
一
の
被
爆
国
と
な
り
、

終
戦
を
迎
え
ま
し
た
。

　

犠ぎ

牲せ
い

者し
ゃ

の
ご
め
い
福
と
、
核
も
戦
争
も
な
い

平
和
な
世
界
を
願
い
、
家
庭
や
職
場
及
び
地
域
で

１
分
間
の
黙も
く

と
う
を
さ
さ
げ
ま
し
ょ
う
。

日
時　
広
島　
８
月
６
日　

午
前
８
時
15
分

　
　
　
長
崎　
８
月
９
日　

午
前
11
時
２
分

　
　
　
終
戦　
８
月
15
日　

正
午　
　
　
　
企
画
政
策
課

環境と

くらし

シリーズ

〈№ 6〉

　

市
は
自
ら
が
温
室
効
果
ガ
ス
の
排

出
業
者
・
消
費
者
で
あ
る
と
の
立
場

か
ら
、
率
先
し
て
環
境
へ
の
負
荷
の

低
減
を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
事
業

者
や
市
民
等
の
自
主
的
・
積
極
的
な

取
り
組
み
を
促
進
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
14
年
度
に
は
、
地
球
温
暖
化

対
策
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
「
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関

す
る
法
律
」
に
基
づ
い
た
「
阿
南
市

環
境
保
全
率
先
行
動
計
画
」
を
策
定

し
ま
し
た
。
平
成
19
年
度
か
ら
23
年

度
ま
で
の
５
年
間
を
第
２
次
阿
南
市

環
境
保
全
率
先
行
動
期
間
と
し
て
、

事
務
・
事
業
に
伴
う
温
室
効
果
ガ
ス

の
削
減
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
の
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
量
に
つ
い
て
、
左
表
の
と
お
り
公

表
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
環
境
保
全
課
（
☎

22

－

３
４
１
３
）
へ

平成21年度の温室効果ガスの排出量
（kg-CO2）

施 設 名 温 室 効 果
ガス排出量 割 合

本 庁 舎 563,318 4%
本 庁 出 先 162,743 1%
環 境 管 理 部 4,936,642 35%
学 校 等 2,420,634 17%
福 祉 施 設 等 452,080 3%
文 化 施 設 等 1,910,140 13%
水 道 部 2,369,366 17%
そ の 他 1,097,950 8%
消 防 本 部 240,828 2%

計 14,153,701 100%

第２次阿南市環境保全率先行動計画に
伴う、温室効果ガス排出量について
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浄
化
槽
法
定
検
査
の
お
知
ら
せ

　

浄
化
槽
法
に
よ
り
、
浄
化
槽
を
設

置
さ
れ
て
い
る
方
は
、「
１
年
に
１

回
、
浄
化
槽
の
水
質
に
関
す
る
検
査

（
法
定
検
査
）
を
受
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

次
の
日
程
で
、
㈳
徳
島
県
環
境
技

術
セ
ン
タ
ー
（
県
指
定
検
査
機
関
）

の
職
員
が
訪
問
し
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
間　
８
月
16
日
㈪
〜
８
月
31
日
㈫

対
象
地
域　
阿
瀬
比
町
、
桑
野
町
、

山
口
町
、
新
野
町
、
椿
町
、
椿
泊
町
、

福
井
町
、
伊
島
町 

問
い
合
わ
せ
は　
㈳
徳
島
県
環
境
技

術
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
８
８

－

６
３
６

－

１
２
３
４
）
ま
た
は
環
境
保
全
課

（
☎
22

－

３
４
１
３
）
へ

被
災
に
よ
る
固
定
資
産
税
の
減
免

　

自
然
災
害
等
（
風
水
害
、
地
震
災

害
、
火
災
）
に
よ
り
土
地
、
家
屋
及

び
償
却
資
産
に
一
定
以
上
の
損
害
を

受
け
た
場
合
は
、
固
定
資
産
税
の
減

免
が
適
用
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
減
免
申
請
に
は
、
市
税
減

免
申
請
書
及
び
損
害
の
程
度
を
証
明

す
る
書
類
（
写
真
等
）
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
税
務
課
固
定
資
産

税
係
（
☎
22

－

１
１
１
４
）
へ

テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
く
わ

し
く
は
広
報
あ
な
ん
11
月
号
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
生
涯
学
習
課
（
☎

22

－

３
３
９
１
）
へ

年
金
相
談

&
Q

A

Q
　

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い

る
夫
が
病
気
で
亡
く
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
夫
の
収
入
だ
け
で

生
活
し
て
い
た
の
で
、こ
れ
か
ら
の
生

活
が
不
安
で
す
。
な
に
か
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
年
金
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

A
　

国
民
年
金
加
入
中
の
方
や

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
資

格
期
間
を
満
た
し
た
方
が
亡
く
な
ら

れ
た
と
き
は
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
に

生
活
を
支
え
ら
れ
て
い
た
「
子
の
あ

る
妻
」
ま
た
は
「
子
」
に
、
子
が
18

歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３
月

31
日
ま
で
の
間
（
一
定
の
障
が
い
の

あ
る
場
合
は
20
歳
ま
で
の
間
）、
遺

族
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
死
亡
日
の
属
す
る
月
の

前
々
月
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
、
保

険
料
納
付
済
期
間（
免
除
期
間
含
む
）

が
３
分
の
２
以
上
ま
た
は
直
近
１
年

間
に
保
険
料
の
未
納
が
な
い
こ
と
な

ど
の
条
件
を
満
た
す
こ
と
が
必
要
で

す
。

問
い
合
わ
せ
は　
保
険
年
金
課
（
☎

22

－

１
１
１
８
）
へ

ね
た
き
り
高
齢
者
見
舞
金

支
給
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

　

高
齢
者
の
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す

る
た
め
、
在
宅
の
ね
た
き
り
高
齢
者

に
、
見
舞
金
を
支
給
し
ま
す
。

支
給
対
象　
次
の
全
て
の
要
件
を
満

た
す
方
。

◎
平
成
22
年
４
月
１
日
現
在
で
、
年

齢
が
65
歳
以
上
の
方
。
◎
同
年
９
月

１
日
現
在
で
、
市
内
に
居
住
さ
れ
て

い
る
方
（
入
所
ま
た
は
長
期
入
院
等

を
除
く
）。
◎
市
内
に
１
年
以
上
居

住
し
て
い
る
方
で
、
引
き
続
き
３
カ

月
以
上
老
衰
等
の
た
め
、
常
時
ね
た

き
り
状
態
が
継
続
す
る
と
認
め
ら
れ

る
方
（
生
活
活
動
範
囲
が
屋
内
に
限

ら
れ
る
方
）。

支
給
金
額　
６
，０
０
０
円（
年
一
回
）

申
請
方
法　
お
近
く
の
民
生
委
員
児

童
委
員
へ
、
８
月
16
日
㈪
ま
で
に
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
な
が
い
き
課
（
☎

22

－

８
０
６
４
）
へ

「
阿
南
市
成
人
式
」の
予
定
と

高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集

　

阿
南
市
成
人
式
は
、
平
成
23
年
１

月
９
日
㈰
午
後
１
時
か
ら
市
民
会
館

で
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
成
人
式
実
行
委
員
会
に
携

わ
っ
て
い
た
だ
け
る
高
校
生
ボ
ラ
ン

　

地
域
住
民
の
防
災
意
識
の
高
揚
、

地
域
防
災
力
の
向
上
及
び
防
災
関
係

機
関
の
連
携
強
化
に
よ
る
災
害
対
応

能
力
の
向
上
を
図
る
た
め
に
、
総
合

防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　

訓
練
は
、
南
海
地
震
に
よ
る
被
害

を
想
定
し
て
、
住
民
が
主
体
的
か
つ

実
践
的
な
内
容
で
行
う
予
定
で
す
。

　

椿
地
区
住
民
を
は
じ
め
多
く
の
方

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

実
施
日　
８
月
29
日
㈰

場　
所　
椿
町
中
学
校(

主
会
場)

訓　
練　
午
前
８
時
〜
11
時

▼
椿
地
区
で
の
訓
練

　

午
前
８
時
〜
９
時

　

津
波
の
襲
来
を
想
定
し
て
避
難

訓
練
を
行
い
ま
す
。

▼
椿
町
中
学
校
で
の
訓
練

　

午
前
９
時
〜
11
時
ご
ろ

①
一
次
避
難
所
へ
の
避
難
訓
練

②
椿
消
防
分
団
現
地
指
揮
所
開
設
訓

練
③
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
ク
ラ
ブ
通
信
所

開
設
・
通
信
訓
練

④
初
期
消
火
訓
練

⑤
倒
壊
家
屋
か
ら
の
負
傷
者
救
出
・

搬
送
訓
練

⑥
応
急
処
置
訓
練

⑦
消
防
分
団
消
火
訓
練

⑧
漂
流
者
の
捜
索
・
救
助
訓
練

⑨
体
験
・
見
学
・
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー

炊
き
出
し
、
煙
体
験
、
起
震
車
ゆ

れ
体
験

⑩
耐
震
診
断
・
火
災
警
報
器
相
談
コ

ー
ナ
ー
、
自
衛
隊
・
警
察
車
両
展

示
等

問
い
合
わ
せ
は　
市
民
安
全
局
（
☎

22

－

９
１
９
１
）
へ

総合防災訓練のようす（平成20年度、橘小学校）

シ
リ
ー
ズ

シリーズ

№1

8／29㈰
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
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※
ピ
ア
ノ
ソ
ロ
は
募
集
し
ま
せ
ん
。

演
奏
形
態　
独
奏
、
重
奏
、
合
奏
、

独
唱
、
重
唱
、
合
唱

演
奏
方
法　
原
則
と
し
て
音
響
機
器

を
使
用
し
な
い
自
然
音

演
奏
時
間　
15
分
程
度

申
込
方
法　
申
込
書
（
文
化
会
館
備

え
付
け
）
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切　
９
月
１
日
㈬
必
着

問
い
合
わ
せ
は　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
夢
ホ

ー
ル
市
民
協
議
会
夢
つ
く
り
あ
な
ん

（
☎
23

－

５
５
９
９
）
へ

９
月
９
日
は「
救
急
の
日
」で
す

　

消
防
本
部
で
は
、
救
急
医
療
週
間

（
９
月
５
日
㈰
〜
11
日
㈯
）
に
合
わ

せ
て
救
命
講
習
を
実
施
し
ま
す
。

　

も
し
も
の
時
の
た
め
に
応
急
手
当

の
基
本
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

 

上
級
救
命
講
習

日
時　
９
月
５
日
㈰　

午
前
９
時
〜

午
後
６
時
（
８
時
間
）

場
所　
消
防
本
部
３
階　

ホ
ー
ル

受
講
対
象　
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤

務
し
て
い
る
15
歳
以
上
の
方

定
員　
30
人(

定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り)

講
習
内
容　
傷
病
者
発
生
時
に
必
要

な
観
察
要
領
、
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ

Ｄ
使
用
法
な
ど
。

※
受
講
料
は
無
料
で
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
消
防

本
部
救
急
係（
☎
22

－

１
１
２
０
）へ

「
徳
島
県
近
代
和
風
建
築
総
合

調
査
」へ
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

徳
島
県
近
代
和
風
建
築
総
合
調
査

の
悉
皆
調
査
の
た
め
、
調
査
員
（
建

築
士
）
が
訪
問
し
ま
す
。

調
査
対
象　
開
国
（
１
８
５
４
年
）

〜
終
戦
（
１
９
４
５
年
）
の
間
に
建

築
さ
れ
た
住
宅
、
公
共
施
設
、
商
業

施
設
、
宗
教
建
築
等
な
ど
の
建
造
物

調
査
期
間　
９
月
〜
平
成
23
年
１
月

調
査
内
容　
近
代
和
風
建
築
該
当
物

件
の
基
礎
調
査
（
外
観
写
真
撮
影
、

簡
易
な
平
面
図
の
作
成
及
び
、
築
年

代
、
構
造
形
式
、
由
来
な
ど
の
聞
き

取
り
調
査
）

ご
提
供
く
だ
さ
い　
近
代
和
風
建
築

の
所
在
な
ど
の
情
報

問
い
合
わ
せ
は　
文
化
振
興
課
（
☎

22

－

１
７
９
８
）
へ

第
８
回
夢
ホ
ー
ル
コ
ン
サ

ー
ト
へ
の
出
演
者
募
集

　

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
演
奏
さ
れ
て

い
る
方
、「
夢
ホ
ー
ル
コ
ン
サ
ー
ト

（
12
月
18
日
・
19
日
開
催
予
定
）」
に

出
演
し
ま
せ
ん
か
。

応
募
資
格　
①
大
学
及
び
短
期
大
学

の
音
楽
科
を
卒
業
さ
れ
た
方
②
継
続

的
に
演
奏
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体

（
20
歳
以
上
の
方
）

演
奏
種
目　
器
楽
、
室
内
楽
、
声
楽
。

阿
南
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
☎
24

－

３
２
５
１
）

問
い
合
わ
せ
は　
市
民
生
活
課
（
☎

22

－

１
１
１
６
）
へ

平
成
22
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
で
働
々
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー（
椿
町
）が
完
成

　

働
々
常
会
（
椿
町
）
は
、
宝
く
じ

の
助
成
金
整
備
事
業
に
よ
り
、
働
々

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し

ま
し
た
。

　

今
後
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
の
振
興
・
発
展

の
場
と
し
て
、
大

い
に
活
用
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
い
た

し
ま
す
。

　
　

地
域
支
援
課

貸
金
業
法
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
「
貸
金
業
法
」
は
、
消
費
者
金
融

な
ど
の
貸
金
業
者
に
関
す
る
規
制
等

に
つ
い
て
定
め
て
い
る
法
律
で
、
次

の
と
お
り
一
部
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

【
総
量
規
制
（
借
り
過
ぎ
等
防
止
）】

◎
年
収
の
３
分
の
１
を
超
え
る
額
の

新
規
の
借
入
れ
が
で
き
な
い
。

◎
借
入
れ
の
際
に
収
入
を
証
明
す
る

書
類
が
基
本
的
に
必
要
。

【
上
限
金
利
の
引
き
下
げ
】

　

法
律
上
の
上
限
金
利
が
29
・
２
％

か
ら
15
％
〜
20
％
（
借
入
金
額
に
応

じ
て
変
動
）
に
引
き
下
げ
。

【
貸
金
業
者
の
規
制
の
厳
格
化
】

　

法
令
遵
守
の
助
言
・
指
導
を
行
う

国
家
資
格
の
あ
る
人
を
営
業
所
に
置

く
こ
と
が
必
要
。

無
料
相
談
窓
口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

漁
師
を
目
指
す
少
年
の

ひ
と
夏
の
奇
跡

－

海難遺児救済
チャリティ上映会

「奇跡の海」は、子どもたちの健やかな成長と
漁業後継者の育成を応援しています。

♨
船
瀬
温
泉

『
サ
マ
ー
イ
ベ
ン
ト
』の
開
催

上
映
日
程
・
会
場

◆８月29日㈰　情報文化センター（コスモホール）
　①10:30　②12:30　③14:30

◆８月30日㈪	 　  ◆８月31日㈫　福井公民館
　椿公民館　①19:00	 ①14:00　②19:00

◆９月３日㈮、４日㈯、５日㈰　文化会館（夢ホール）
　①10:30　②12:30　③14:30　④18:30（３日のみ）

前売り券 （一般）1,000円　（当日1,300円）

【主催】徳島新聞社／映画「奇跡の海」阿南市上映実行委員会
【問い合わせは】徳島映画センター内（☎088−631−5847）または

秘書広報課（☎22−1110）へ

　

四
国
最
東
端
の
岬
・
蒲
生
田
岬
を

訪
れ
た
後
、
絶
景
を
望
む
船
瀬
温
泉

で
心
と
体
を
癒
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
８
月
１
日
㈰　

午
後
１
時
〜

場
所　
船
瀬
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー

内
容　
♪
フ
ラ
ダ
ン
ス

出
演
：
カ
ト
レ
ア
（
新
野
町
）

♪
唄
と
三
味
線
演
奏

出
演
：
朝ち
ょ
う

啄た
く

会か
い

（
椿
泊
町
）

♪
フ
ォ
ー
ク
コ
ン
サ
ー
ト

出
演
：
藤
本
津
佳
さ
ん

（
か
も
だ
岬
の
作
曲
者
）

※
と
れ
と
れ
市
も
同
時
開
催
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
船
瀬
温
泉
保
養
セ

ン
タ
ー
（
☎
21

－

３
０
３
０
）
へ

【
８
月
の
休
館
日
】　

　
　
２
・
９
・
16
・
23
・
30
日
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耐
震
化
が
進
ん
で
い
ま
す

　学校は、子どもたちが長い時間を過ごす小さな社会であることから、
快適で十分な安全性や衛生的で環境にも配慮した施設づくりが求めら
れています。また、地震などの災害発生時には、地域における防災拠
点施設としての役割を担うことも考慮する必要があります。このため、
市教育委員会では、学校施設の耐震化を積極的に進めています。

■
耐
震
化
の
取
り
組
み

　

平
成
20
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
耐
震
補
強
工
事
は
、
富
岡
小

学
校
、
平
島
小
学
校
に
始
ま
り
、
平

成
21
年
度
は
、
引
き
続
き
富
岡
小
学

校
、
平
島
小
学
校
で
耐
震
補
強
工
事

を
施
工
す
る
と
と
も
に
、
富
岡
幼
稚

園
、
阿
南
第
二
中
学
校
、
羽
ノ
浦
中

学
校
の
耐
震
補
強
工
事
、
ま
た
、
福

井
小
学
校
の
校
舎
改
築
工
事
を
進
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
平
成
21
年
度
末
現
在

の
耐
震
化
率
は
、
72
・
０
％
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
吉
井
小
学
校
、
桑
野

小
学
校
、
岩
脇
小
学
校
、
羽
ノ
浦
小

学
校
、
平
島
小
学
校
、
阿
南
第
二
中

学
校
の
耐
震
補
強
工
事
を
実
施
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
平

成
22
年
度
末
の
耐
震
化
率
は
、
78
・

４
％
と
な
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
校
舎
改
築
工
事
に
つ
き
ま

し
て
は
、
本
年
３
月
、
阿
南
第
一
中

学
校
の
校
舎
改
築
工
事
に
取
り
掛

か
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
順
次
、
那

賀
川
中
学
校
、
阿
南
中
学
校
の
校
舎

改
築
工
事
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

　

今
後
と
も
、
厳
し
い
財
政
状
況
が

予
想
さ
れ
ま
す
が
、
国
の
さ
ま
ざ
ま

な
補
助
事
業
等
を
活
用
し
な
が
ら
、

「
安
全
で
安
心
な
学
校
」
実
現
に
向

け
、
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
、
ま
た
、
児
童
生
徒
、

保
護
者
の
皆
様
に
は
、
工
事
期
間
中

何
か
と
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま

す
が
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
各
学
校
施
設
の
耐
震
性
能

一
覧
に
つ
い
て
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
教
育
委
員
会
総
務

課
（
☎
22

－

３
２
９
９
）
へ

学校施設の耐震化の進捗状況
（平成22年３月31日現在）

学校数 全棟数 耐震補強が必要と
見込まれる棟数※ 

うちＨ22実施予定分
（改築工事を除く）

（棟） （㎡） （棟） （㎡） （棟） （㎡）

小学校 22 校
校舎 53 54,921 12 16,380 5 6,677 
屋体 22 15,648 4 2,284 1 576 
計 75 70,569 16 18,664 6 7,253 

中学校 10 校
校舎 30 36,082 11 18,432 1 15 
屋体 14 12,388 7 7,418 1 1,267 
計 44 48,470 18 25,850 2 1,282 

幼稚園 ９園
園舎 6 3,464 1 365 
計 6 3,464 1 365 

合計 41校・園

校舎 83 91,003 23 34,812 6 6,692 
屋体 36 28,036 11 9,702 2 1,843 
園舎 6 3,464 1 365 
計 125 122,503 35 44,879 8 8,535 

※平成 21 年度末時点の状況です。なお、中学校については、今後改築予定の棟数も含んでいます。

安
全
で
安
心
な
学
校
施
設
へ
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あぶない！こんなに事故が

交通事故
件 数
死 者
負 傷 者

201件（1,275）
0人（       4）

52人（   262）

救 急 件 数
搬送人員

231件（1,487）
220人（1,440）

火 災 件 数
損 害 額

1件（     28）
106千円（24,823千円）

●阿南署管内平成22年６月分合計　(　)内は１月からの累計

阿
南
警
察
署
か
ら
の
お
願
い

「
防
ご
う
！
少
年
非
行
」

県
民
総
ぐ
る
み
運
動
に
つ
い
て

　

７
月
、
８
月
の
夏
休
み
期
間
中
は
、

家
庭
や
学
校
か
ら
の
開
放
感
か
ら
、

少
年
が
非
行
に
走
っ
た
り
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
の
出
会
い
系

サ
イ
ト
等
を
利
用
し
て
性
犯
罪
や
福

祉
犯
罪
の
被
害
に
遭
う
危
険
性
が
あ

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
徳
島
県
警
察
で
は
、
７

月
１
日
㈭
か
ら
８
月
31
日
㈫
ま
で
の

間
、「
防
ご
う
！
少
年
非
行
」
県
民

総
ぐ
る
み
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
県
警
が
、
家
庭
・
学
校
・
地

域
社
会
・
関
係
機
関
と
緊
密
に
連
携

し
、
非
行
か
ら
青
少
年
を
守
り
、
広

く
県
民
の
非
行
に
対
す
る
理
解
と
認

識
を
深
め
、
地
域
に
密
着
し
た
き
め

細
や
か
な
非
行
防
止
・
健
全
育
成
を

図
る
目
的
で
行
う
も
の
で
す
。

　

21
世
紀
を
担
う
青
少
年
自
身
が
規

範
意
識
を
身
に
つ
け
、
健
や
か
に
た

く
ま
し
く
成
長
し
て
い
く
た
め
、
よ

り
良
い
環
境
づ
く
り
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

水
難
事
故
の
防
止
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

気
温
の
上
昇
と
と
も
に
、
海
や
川

を
利
用
し
て
自
然
体
験
型
の
レ
ジ
ャ

ー
を
楽
し
む
機
会
が
増
え
る
季
節

に
な
り
ま
し
た
。
釣
り
・
水
泳
・

キ
ャ
ン
プ
な
ど
の
楽
し
い
レ
ジ
ャ

ー
の
最
中
に
お
け
る
痛
ま
し
い
水

難
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
次
の

こ
と
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

○
事
前
に
目
的
地
の
天
気
予
報
を

確
認
す
る
。

○
子
ど
も
連
れ
の
場
合
、
子
ど
も

の
動
き
に
は
十
分
注
意
し
て
、

単
独
行
動
を
さ
せ
な
い
。

○
飲
酒
し
て
遊
泳
し
な
い
。

問
い
合
わ
せ
は　

阿
南
警
察
署

（
☎
22

－

０
１
１
０
）
へ

競技名 実施期日・場所 申込締切 競技対象者

ソ フ ト テ ニ ス 8/18・19 南部健康運動公園 8/  2 中学生
9/  5 8/23 一般（高校含む）・シニア

硬 式 テ ニ ス

8/22 南部健康運動公園 8/14 小学生・中学生
9/11 阿南高専はつらつランドコート 9/  4 高校生
9/19 南部健康運動公園 9/11 一般男子・女子

10/  3 9/25 シニア
バ ド ミ ン ト ン 8/29 スポーツ総合センター 7/28 市内在住または通勤・通学者

水 泳 8/29 サンアリーナ温水プール 8/20 小学生・中学生
高校生・一般

ソ フ ト ボ ー ル 9/  5
9/12 那賀川河川敷グラウンド 8/18 一般男子・レディース

サ ッ カ ー 10/16
10/17 富岡小学校グラウンド 小学生

剣 道 10/  3 那賀川スポーツセンター 9/13 小学生・中学生・高校生
バ レ ー ボ ー ル 9/  5 スポーツ総合センター 8/25 14地区体協対抗（男・女）
相 撲 9/  5 橘町ふれあい公園相撲場 8/13 市内小・中学生
銃  剣  道 9/  5 阿南工業高等学校　体育館 8/29 市内在住または通勤・通学者
ゲ ー ト ボ ー ル 9/  6 長生町明谷コート 8/10 協会加入の団体（クラブ）

柔 道 9/12 武道館 8/  8 幼児・小学生・中学生
高校生・一般

陸 上 9/  4 阿南高専陸上競技場 8/20 小学生・中学生
高校･一般・中高齢者

民踊・フォークダンス 9/11 文化会館 市内民踊愛好者

軟 式 野 球 8/22
8/29

新野グラウンド・
アグリあなんスタジアム　ほか 7/31 一般・壮年

（地区体協対抗）

卓 球 9/26 スポーツ総合センター 9/17 市内在住または通
勤・通学者

バスケットボール 9/  5 那賀川スポーツセンター 8/25 協会加入の各団体
及び招待チーム

グラウンドゴルフ 10/  1 橘港中浦緑地 9/16 協会加入の各団体
（クラブチーム）

ホ  ッ  ケ  ー 11/  3 橘港中浦緑地 10/15 小学生・中学生・高
校生・一般

ラグビーフットボール 10/23 よんでんＷａンダーランド 10/  9 小学生
体 操 12/19 スポーツ総合センター 当日受付 幼児・小学生・中学生

問い合わせは　スポーツ振興課（☎22－3394）へ

●●●　阿南市体育祭のお知らせ　●●●
　聴覚障がい（＝Ｄｅａｆ〔でふ〕）
への理解を深め、芸術活動を通じて障
がい者の社会参加に寄与することを目
的としたイベントを開催します。

「ハッピーでふフェスタ
in阿南」開催のお知らせ

開
催
日　
９
月
17
日
㈮

場
所　
市
民
会
館

イ
ベ
ン
ト
内
容　

午
後
２
時
〜

　

◎
『
障
が
い
者
ア
ー
ト
作
品
展
』

午
後
７
時
〜

　

◎
日
本
ろ
う
者
劇
団
に
よ
る
公
演

　
『
手
話
狂
言
』

※
入
場
は
無
料
で
、
ど
な
た
で
も
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。

問い合わせは 福祉課（☎22－1592）へ

甲・乙種防火管理講習会の開催
日
時　
９
月
29
日
㈬
・
30
日
㈭
の
２
日

間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
所　
消
防
本
部
３
階　

ホ
ー
ル

定
員　
60
人
（
申
込
順
に
受
け
付
け
）

※
受
講
料
は
無
料
で
す
。
た
だ
し
、
テ

キ
ス
ト
代
と
し
て
３
，
０
０
０
円
程
度

必
要
で
す
。（
当
日
斡
旋
）

申
込
期
間　
８
月
10
日
㈫
〜
９
月
10
日

㈮申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
消
防
本

部
予
防
課
（
☎
22

－

３
７
９
９
）
へ
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美
し
い
あ
な
ん
を
求
め
て

排
水
設
備
工
事
の
手
順

連
載
⑩

〜
下
水
道
〜

　

阿
南
市
の
「
排
水
設
備
指
定
工

事
店
」
に
す
で
に
登
録
さ
れ
て
い

る
方
ま
た
は
、
こ
れ
か
ら
登
録
予

定
の
方
を
対
象
に
し
た
説
明
会
を

左
記
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
の
で
、

関
係
者
の
方
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

阿
南
市
で
は
、
㈶
徳
島
県
建
設
技

術
セ
ン
タ
ー
の
下
水
道
排
水
設
備
工

事
責
任
技
術
者
試
験
に
合
格
し
た
技

術
者
が
専
属
し
て
い
る
な
ど
の
条
件

を
満
た
し
た
工
事
店
を
「
指
定
工
事

店
」
と
し
て
指
定
し
て
い
ま
す
。

○
排
水
設
備
工
事
の
手
順

①
指
定
工
事
店
に
工
事
を
依
頼
し
ま
す
。

　

指
定
工
事
店
数
社
か
ら
見
積
書
を
取

り
、
比
較
検
討
し
た
上
で
業
者
を
選
ば

れ
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。（
阿

南
市
の
指
定
を
受
け
て
い
な
い
工
事
店

は
、
排
水
設
備
工
事
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。）

②
工
事
の
申
請
書
を
作
成
し
、
市
に
提

出
し
ま
す
。

　

市
へ
提
出
す
る
書
類
の
作
成
は
、
指

定
工
事
店
が
お
手
伝
い
で
き
ま
す
が
、

申
請
書
の
署
名
と
押
印
に
つ
い
て
は
、

内
容
を
よ
く
確
認
し
て
必
ず
自
分
自
身

で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

排水設備の工事内容

③
工
事
着
工

　

市
か
ら
「
計
画
確
認
通
知
書
」
を
交

付
さ
れ
た
後
、
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

④
工
事
が
完
了
し
た
ら
「
工
事
完
了
兼

使
用
開
始
届
」
を
市
に
提
出
し
ま
す
。

⑤
市
が
完
了
検
査
を
行
い
ま
す
。

　

指
定
工
事
店
立
ち
会
い
の
も
と
、
市

が
工
事
完
了
検
査
を
行
い
ま
す
。
合
格

す
る
と
検
査
済
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

⑥
下
水
道
が
使
用
で
き
ま
す
。

　

下
水
道
使
用
料
は
、
上
水
道
と
一
括

し
て
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
下
水
道
課
（
☎
22

－

１
７
９
６
）
へ

　

平
成
23
年
４
月
か
ら
公
共
下
水
道

が
使
用
で
き
る
地
区
に
お
い
て
、
各

家
庭
で
排
水
設
備
工
事
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

各
家
庭
で
排
水
設
備
工
事
を
行
う

時
は
、
必
ず
「
阿
南
市
排
水
設
備
指

定
工
事
店
」
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

「排水設備指定工事店」の
説明会を開催します！ 

開催日 ８月27日㈮ ８月28日㈯

場　所 文化会館２階　研修室

時　間 午後７時〜 午後２時〜

対　象 「阿南市排水設備指定工事店」に登録、
または登録予定の方

トイレ以外の
生活排水の排水設備

公
共
汚
水
ま
す
へ
の
接
続

下水道管

トイレ
トイレの水洗化と
排水設備風呂

洗濯など

台所

公共汚水ます

■ 各家庭が工事する箇所
■ 市が工事する箇所

「指定工事店」に調査、設計、見積り（できるだけ数社に）
を依頼します。工事の方法、それにかかる費用など、十
分に打ち合わせを行ってから契約してください。 

①
工事の依頼

工事の申請書を市に提出します。 
工事は、市の確認を受けた後でなければ、着手できませ
ん。

②
市へ申請書提出

市から「計画確認通知書」が交付された後、「指定工事店」
は工事に着手します。 

③
工事着工

工事完了後、「工事完了兼使用開始届」を市に提出します。
④

完　　成

市が完了検査をします。検査に合格すると、検査済証を
交付します。

⑤
市の検査

　下水道が使用できます。
⑥

使用開始

排水設備工事の申し込みから完成まで
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秋
期
講
座

「
人
権
尊
重
の
ま
ち
創
り
～
人
・
物
・

住
ま
い
・
街
～
」

日
時　
９
月
30
日
、
10
月
７
日
・
14

日
・
21
日
の
木
曜
日
（
計
４
回
）　

午
後
２
時
～
４
時

場
所　
富
岡
公
民
館
２
階　

ホ
ー
ル

講
師　
吉
原
利
明
さ
ん
（
阿
南
市
人

権
教
育
・
啓
発
講
師
団
講
師
）

申
込
締
切　
９
月
３
日
㈮

申
し
込
み・問
い
合
わ
せ
は　
人
権
・

男
女
参
画
課
（
☎
22

－

３
０
９
４
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
22

－

４
７
８
５
）
へ

〈
連
載
74
〉

人
権
教
育・啓
発

人権問題啓発標語・
ポスター及び
人権作文を募集します！

男女共同参画情報 第
64
号

応
募
資
格　
市
内
に
お
住
ま
い
の
方
、
ま
た
は
、

市
内
に
勤
務
さ
れ
て
い
る
方
、
市
内
の
学
校
に
通

学
す
る
児
童
・
生
徒

応
募
部
門　
【
小
学
校
】
①
低
学
年
（
１
・
２
年
）

部
門
②
中
学
年（
３
・
４
年
）部
門
③
高
学
年（
５
・

６
年
）
部
門
④
小
学
校
特
別
支
援
学
級
・
阿
南
支

援
学
校
小
学
部
低
学
年
（
１
・
２
年
）
部
門
⑤
同

中
学
年
（
３
・
４
年
）
部
門
⑥
同
高
学
年
（
５
・

６
年
）
部
門
【
中
学
校
】
⑦
中
学
校
部
門
⑧
中
学

校
特
別
支
援
学
級
・
阿
南
支
援
学
校
中
学
部
部
門

【
高
等
学
校
】
⑨
高
校
・
高
専
部
門
⑩
阿
南
支
援

学
校
高
等
部
門
【
一
般
】
⑪
市
民
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
含

む
）

応
募
規
定　
自
作
品
で
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま

す
。
ポ
ス
タ
ー
は
四
つ
切
り
画
用
紙
を
、
作
文
は

４
０
０
字
詰
原
稿
用
紙
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

原
稿
用
紙
は
、
小
学
生
は
３
枚
程
度
（
低
学
年
は

２
枚
程
度
）、
そ
れ
以
外
の
方
は
４
枚
程
度
と
し

ま
す
。

募
集
期
間　
９
月
９
日
㈭
必
着

審
査
方
法
及
び
発
表　
審
査
会
で
最
優
秀
・
特
選
・

入
選
を
決
定
し
、
最
優
秀
・
特
選
に
つ
い
て
は
、

本
人
（
児
童
・
生
徒
は
学
校
）
に
通
知
し
ま
す
。

表
彰
等　
最
優
秀
・
特
選
に
選
ば
れ
た
作
品
の
作

者
に
は
、
12
月
５
日
㈰
の
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

に
お
い
て
賞
状
及
び
賞
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

　

ま
た
、
人
権
作
文
の
最
優
秀
作
品
は
当
日
発
表

し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　

な
お
、最
優
秀
・
特
選
作
品
に
つ
い
て
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
す
る
ほ
か
、
人
権
教
育
・
啓
発

資
料
や
物
品
等
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

提
出
先　
〒
７
７
４

－

８
５
０
１　

富
岡
町
ト
ノ

町
12
番
地
３　

人
権
・
男
女
参
画
課

問
い
合
わ
せ
は　
人
権
・
男
女
参
画
課
（
☎
22

－

３
０
９
４
）
へ

　「阿南市人権尊重のまちづくり条例」の趣旨に基づき、
すべての人の人権が尊重される明るく住みよい阿南市の
実現を図るため、同和問題をはじめ女性の人権、子ども
の人権、高齢者の人権、障がい者の人権など、さまざま
な人権問題の解決をめざす啓発活動の一環として、人権
問題啓発標語・ポスター及び人権作文を募集します。

　

男
女
が
と
も
に
家
庭
や
地
域
社
会
の
一

員
と
し
て
、
い
き
い
き
と
生
活
で
き
る
男

女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て
、

次
の
と
お
り
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
ま
す
。

　

プ
チ
ピ
ザ
・
ゼ
リ
ー
づ
く
り
を
通
じ
て
、

つ
く
る
楽
し
さ
、
食
べ
る
楽
し
さ
を
体
験

し
、
家
族
の
き
ず
な
を
深
め
ま
せ
ん
か
。

募
集
定
員　
20
組
（
小
学
校
３
年
生
以
上

１
人
に
対
し
て
大
人
１
人
を
１
組
と
し
ま

す
。）

開
催
日　
８
月
18
日
㈬

時
間　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

場
所　

ひ
ま
わ
り
会
館
３
階　

グ
ル
メ

ル
ー
ム

参
加
費　
材
料
費
と
し
て
１
組
７
０
０
円

が
必
要
（
当
日
集
金
）

講
師　
久
積
満
智
子
さ
ん
「
手
づ
く

り
パ
ン
工
房
ま
ち
こ
」

※
託
児
室
あ
り
ま
す
。（
10
カ
月
～

８
歳
）
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

申
込
方
法　
講
座
名
・
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、

８
月
11
日
㈬
ま
で
に
、
ハ
ガ
キ
、
電

話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、
〒
７
７
４

－

８
５
０
１
富
岡
町
ト
ノ
町
12
番
地
３

男
女
共
同
参
画
室
（
☎
22

－

７
４
０

１
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
22

－

４
７
８
５
）
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
男
女
共
同
参
画
室

（
☎
22

－

７
４
０
１
）
へ

ファミリーセミナー
「家族でプチピザ・
ゼリーづくり」参加者募集 !

阿南市人権教育・啓発市民講座にご参加ください
日　時　８月24日㈫　午後２時～３時30分
場　所　文化会館１階　視聴覚室
講　師　北朝鮮帰国者の生

いのち

命と人権を守る会
三浦小太郎さん（代表）、斉藤博子さん

演　題　「脱北帰国者問題について」

「
阿
南
市
人
権
教
育
・
啓
発
研
究
講
座
」の

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

　

阿
南
市
で
は
、
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く

り
を
積
極
的
に
推
進
す
る
た
め
に
、「
阿

南
市
人
権
教
育
・
啓
発
研
究
講
座
」
の
受

講
生
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

目
的　
本
市
に
お
け
る
人
権
教
育
・
啓
発

の
指
導
者
を
養
成
す
る
。

　

講
座
を
集
中
的
に
開
催
す
る
こ
と
に
よ

り
、
一
つ
の
人
権
課
題
を
よ
り
専
門
的
に

学
び
見
識
を
深
め
る
。

募
集
人
員　
40
人

応
募
資
格　
市
内
に
お
住
ま
い
の
方
、
ま

た
は
、
市
内
に
勤
務
さ
れ
て
い
る
方
で
本

講
座
の
目
的
に
賛
同
し
、
講
座
課
目
終
了

時
ま
で
継
続
し
て
参
加
で
き
る
方
。
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わ れ 人 生 歌 に し て

　原口さんが70年近く詠み続けてき
た短歌や短文をまとめた歌集「昔

せき
日
じつ
」

を出版した。
　大正７年生まれの原口さんはもうす
ぐ92歳を迎える。いつも家族の真ん
中にいて明るく、毎朝欠かさない散歩
は元気の源だ。一番の楽しみは、友人
との寄り合いに歌を詠んでいき、皆が
喜んでくれることだと言う。

　

本
の
編
集
に
は
、
長
男
・
補ま
す

公ひ
ろ

さ

ん
や
孫
の
や
よ
い
さ
ん
の
協
力
も
あ

っ
た
。
数
千
も
の
作
品
の
中
か
ら
心

に
残
る
歌
を
選
び
、
補
公
さ
ん
が
パ

ソ
コ
ン
で
編
集
し
て
い
く
。
ま
た
、

や
よ
い
さ
ん
の
挿
絵
が
歌
の
イ
メ
ー

ジ
を
一
層
引
き
立
て
る
。

　

師
と
仰
ぐ
松
並
武
夫
さ
ん
（
南
海

歌
人
の
会
）
や
神
崎
美
津
さ
ん
（
従

姉
妹
）
の
勧
め
も
あ
っ
て
出
版
し
た

「
昔
日
」
に
は
、
３
５
３
の
短
歌
と

５
つ
の
短
文
が
綴
ら
れ
て
い
る
。
な

か
で
も
、
熱
狂
的
な
阪
神
タ
イ
ガ
ー

ス
フ
ァ
ン
と
し
て
詠
ん
だ
歌
が
実
に

お
も
し
ろ
い
。

　

タ
イ
ガ
ー
ス
力
尽
き
て
か
負
け
続

け
今
日
よ
り
放
送
見
ん
こ
と
に
し
た

　

今
で
も
テ
レ
ビ
観
戦
に
は
力
が
入

り
、
甲
子
園
球
場
に
行
っ
て
み
た
い

と
気
持
ち
は
増
す
ば
か
り
。

　

原
口
さ
ん
が
歌
を
書
き
初
め
た
の

は
昭
和
16
年
ご
ろ
。
戦
争
で
夫
を
失

っ
た
悲
し
み
と
挫
折
、
怒
り
は
癒
さ

れ
る
こ
と
な
く
歌
集
に
綴
ら
れ
て
い

る
。

　

昭
和
６
年
、
原
口
さ
ん
は
小
松
島

高
女
（
現
在
の
小
松
島
高
校
）
の
第

１
回
生
と
し
て
入
学
し
、
当
時
の
喜

び
を
歌
に
し
て
い
る
。

　

伸
ば
し
た
る
髪
を
編
み
て
み
る
ス

カ
ー
ト
ひ
ら
ひ
ら
我
は
女
学
生

　

卒
業
後
、
間
も
な
く
結
婚
。
し
か

し
、
平
穏
な
日
々
は
戦
争
の
始
ま
り

と
と
も
に
一
変
し
た
。
昭
和
19
年
９

月
、
原
口
家
に
「
召
集
令
状
」
が
届

い
た
の
だ
。
戦
中
に
あ
っ
て
覚
悟
は

し
て
い
た
が
、「
万
事
休
す
」
と
笑

顔
が
消
え
た
。
夫
が
出
発
す
る
日
、

出
征
祝
い
に
と
近
隣
の
お
ば
さ
ん
か

ら
古
歌

　
「
愛
の
子
が
愛
の
ふ
る
さ
と
立
ち

い
で
て
又
立
ち
帰
る
愛
の
ふ
る
さ

と
」
が
届
け
ら
れ
、

　

そ
の
人
の
真
心
に
、
私
は
大
変
う

れ
し
く
涙
と
と
も
に
頂
き
ま
し
た

と
、
記
し
て
い
る
。
お
国
の
た
め
と

は
い
え
、
悲
し
み
を
こ
ら
え
る
姿
に

心
が
痛
む
。

　

出
征
後
、
夫
と
の
初
め
て
の
面
会

を
終
え
た
原
口
さ
ん
は
思
う
。

　

徳
島
兵
舎
の
角
か
ら
南
の
空
を
眺

め
て
い
て
、
頼
る
者
な
き
あ
の
家
に

帰
る
は
か
な
し
、
落
ち
る
涙
は
止
め

る
事
は
で
き
ず
今
に
至
る
。
ふ
と
思

う
お
な
か
の
子
供
を
思
い
出
し
こ
れ

で
は
あ
か
ん
生
き
ね
ば
な
ら
ぬ
…

　

残
念
な
こ
と
に
、
そ
の
後
ご
主
人

は
名
誉
の
戦
死
と
伝
え
ら
れ
た
。
戦

争
に
ま
み
れ
疲
れ
果
て
た
生
活
に
、

補
公
さ
ん
を
出
産
し
た
こ
と
は
唯
一

の
救
い
で
あ
っ
た
。
悲
し
み
を
背
負

い
、
我
が
子
を
必
死
に
育
て
よ
う
と

強
く
生
き
る
女
性
の
姿
を
詠
ん
だ
歌

は
読
者
の
心
を
打
つ
。

　

は
か
な
く
も
年
を
重
ね
る
ば
か
り

に
て
戦
時
を
語
れ
ど
真
面
目
に
聞
く

人
少
な
し

　
「
原
口
さ
ん
の
女
と
し
て
の
叫
び

で
あ
り
、
酷
な
生
き
の
記
録
で
あ
る
。

（
中
略
）
そ
し
て
、
戦
争
の
中
を
く

ぐ
り
抜
け
て
大
正
、
昭
和
、
平
成
の

世
を
生
き
抜
い
た
女
の
強
さ
を
感
じ

取
る
こ
と
の
で
き
る
作
品
集
で
あ

る
。」
と
、松
並
先
生
は
述
べ
て
い
る
。

戦
争
を
知
ら
な
い
私
た
ち
に
と
っ
て
、

こ
の
歌
集
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
多
い
。

　

戦
い
に
倒
れ
し
兵
士
の
力
な
り
こ

の
平
和
こ
そ
あ
り
が
た
き
か
な

　

も
う
す
ぐ
戦
後
65
周
年
を
迎
え
る
。

青
く
澄
み
き
っ
た
真
夏
の
空
に
、「
平

和
」
と
書
い
て
三
度
こ
の
本
を
読
み

返
す
。
縁
側
で
柔
ら
か
な
陽
射
し
に

包
ま
れ
た
原
口
さ
ん
の
笑
顔
を
、
深

く
心
に
刻
む
。

【
引
用
】
歌
は
歌
集
よ
り

輝 く 阿 南 人

　市にご寄贈いただいた
歌集「昔日」は、那賀川
図書館、阿南図書館、阿
波公方・民俗資料館でご
覧いただけます。

原 口 シゲ子さん
（那賀川町・91歳）
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巡回日 曜日 駐 車 場 所 時　　　間
18日 ㈬ 福 井 中 学 校 前 12：50〜13：30

巡回日 曜日 駐 車 場 所 時　　　間 旧 福 井 南 小 学 校 前 13：45〜14：15
８月３日 ㈫ 阿 南 荘 前 13：30〜14：00 19日 ㈭ 上 中 分 館 前 14：20〜15：00

老 人 ホ ー ム 福 寿 荘 前 14：20〜14：50 20日 ㈮ 大 潟 分 館 前 14：00〜14：30
王 子 製 紙 社 宅 前 15：00〜15：30 見 能 林 公 民 館 前 14：40〜15：10

４日 ㈬ 新 野 公 民 館 前 13：45〜14：20 24日 ㈫ 椿 公 民 館 前 13：45〜14：15
新 野 駅 前 14：30〜15：00 旧 椿 泊 保 育 所 前 14：30〜15：00

５日 ㈭ 加 茂 谷 中 学 校 前 12：50〜13：20 25日 ㈬ 長 生 公 民 館 前 13：30〜14：00
吉 井 町 集 会 所 前 13：40〜14：20 宝 田 公 民 館 前 14：10〜14：40
大 野 公 民 館 前 14：30〜15：00 26日 ㈭ 橘 町 井 内 新 聞 店 前 13：50〜14：30

６日 ㈮ 桑野コミュニティセンター前 14：10〜14：40 阿 南 県 営 住 宅 前 14：40〜15：10
山 口 分 館 前 14：50〜15：20 ※８月の阿南農協会館前は中止になります。

どなたでも無料でご利用いただけます。
なお、雨天の場合は日程を変更することがあります。

移動図書館「わかたけ号」巡回日程表

阿南図書館　☎23－2020

那賀川図書館　☎42－3111
（開館時間）午前10時〜午後６時
（阿波公方の苑美化作業）　

８月はお休みです。
（中学生によるピアノ演奏）

毎週土曜日　午前10時〜（約10分間）
（おはなし会）－おはなしのポケット主催－

１日・８日・15日・22日・29日　午前11時〜
（市民ギャラリー）

「こどもの美術アート作品展」
ひのきこども美術アート教室主催
８月17日㈫〜８月29日㈰　※最終日は正午まで開催

阿南図書館　☎23－2020
（開館時間）平日　午前９時〜午後６時

（土・日は午後５時まで）
（おはなしひろば）

－おはなしひろば・ひまわり主催－
１日・８日・15日・29日　午後２時〜３時

（ぴよちゃんくらぶ）
－赤ちゃん（０〜３歳）のためのおはなし会－
12日・26日　午前10時30分〜11時　

（夏休みおたのしみ会）　
22日㈰　午後２時〜３時30分
・寸劇「ともだちや」
・手話コーラス「うみ」
・大型紙芝居「せんたくかあちゃん」
・大型絵本「ありとすいか」「おっぱい」「どうぞのいす」

（開館時間）午前10時〜午後６時
（おはなし会）－こすもすおはなし会主催－ 

７日・14日・21日・28日　
毎週土曜日　午後２時〜
図書館　おはなしコーナーにて

羽ノ浦図書館　☎44－2100

Let’s enjoy

　夏本番ですね。小中学生のみなさん、夏休み楽しんで

いますか？

　遊ぶのに夢中で、「自由研究、わすれてた！」「読書感

想文どうしよう…」なんて人はいませんか。

　そんな時は図書館へどうぞ。今年も阿南市立図書館は、

自由研究、工作、読書感想文の書き方や、昆虫・植物・

貝の図鑑など、夏休みの宿題に役立つ本をとりそろえて

みなさんを待っています！

阿南市立図書館だより

としょかんライフ
夏休みの宿題に役立つ！ 夏休みの本

（３館休館日）２日・９日・16日・23日・30日・31日

夏休みの本　特別ルール
○一人３冊まで（３館あわせて）、１週間借りられます。

○貸出期限の延長はできません。

（なるべくたくさんの人が利用できるよう期限は守っ

てください）

○貸出中の本の予約は、一人３冊までできます。

　それぞれの図書館に、夏休みの本を集めたコーナーが

あります。図鑑などは貸し出しできないものもあるので、

くわしいことはカウンターで聞いてください。上手に図

書館を利用して、サクサク宿題を片付けちゃおう !!
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「
エ
コ
╳
カ
ル
チ
ャ
ー

ｆ
ｒ
ｏ
ｍ  
Ａ
ｎ
ａ
ｎ
」

の
コ
ン
セ
プ
ト

　

阿
南
は
自
然
に
恵
ま
れ
た
す

ば
ら
し
い
ま
ち
。
こ
こ
で
生
ま

れ
育
っ
た
人
に
は
当
た
り
前
の

風
景
か
も
知
れ
な
い
が
、
都
会

か
ら
移
住
し
て
き
た
私
に
は
特

に
強
く
感
じ
る
。
山
崎
さ
ん
も

そ
う
感
じ
て
い
る
一
人
だ
。
こ

の
思
い
を
、
ラ
イ
ブ
で
表
現
で

き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
自
然

は
楽
し
み
方
し
だ
い
で
そ
の
恵

み
を
余
す
こ
と
な
く
満
喫
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
音
楽
も
そ
の

一
つ
か
も
し
れ
な
い
。

メ
ッ
セ
ー
ジ

　

音
楽
が
人
に
与
え
る
影
響
は

大
き
い
。
た
っ
た
１
枚
の
Ｃ
Ｄ

や
１
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
、
も

の
の
見
方
・
考
え
方
が
変
わ
る

こ
と
も
あ
る
。
今
回
の
よ
う
な

コ
ン
サ
ー
ト
を
阿
南
で
見
れ
る

機
会
は
そ
う
そ
う
な
い
。
山
崎

＆
西
ワ
ー
ル
ド
を
、
ぜ
ひ
間
近

か
で
感
じ
て
ほ
し
い
。
そ
し
て

次
代
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
阿
南

か
ら
誕
生
す
る
こ
と
を
願
う
。

山
崎
さ
ん
と
の
出
会
い

　

10
年
以
上
前
、
友
人
と
３
人
で
食

事
を
し
た
の
が
き
っ
か
け
。
人
見
知

り
す
る
山
崎
さ
ん
と
は
、
弾
ん
だ
会

話
も
な
く
後
味
の
悪
い
席
だ
っ
た
と

苦
笑
す
る
。
そ
の
後
、
２
人
で
行
っ

た
ラ
イ
ブ
で
互
い
の
音
楽
を
認
め
合

う
こ
と
が
で
き
、
今
で
は
「
西
さ
ん

の
行
く
と
こ
ろ
に
山
崎
さ
ん
あ
り
」

と
ま
で
言
わ
れ
る
ほ
ど
の
仲
に
な
っ

て
い
る
。

山崎まさよしさん

アーティスト・
歌手・俳優

やっぱりエコはアナンからで show

問い合わせは
市民会館  ☎22−7000へ

阿南市市民会館35周年記念事業
阿南市合併５周年プレ事業

10／2 ㈯
18：00開演

西　
　

慎　

嗣

　
　

×

山
崎
ま
さ
よ
し

■プロフィール
　1971年滋賀県生まれ、山口県育ち。
　92年、音楽関係者に認められ上京。95年、シングル「月
明かりに照らされて」でメジャーデビューを果たす。初の主
演映画ともなった97年公開の『月とキャベツ』の主題歌
「One more time, One more chance」がロングヒットを
記録、一躍トップアーティストに。
　また、この年、96年に発売したサードシングル「セロ
リ」をＳＭＡＰがカバーし大ヒットを記録したことでもよく
知られている。
　一方、有名アーティストへの楽曲提供やプレーヤーとして
のレコーディング、ライブへの参加、ＣＭ、ドラマの出演を
務めるなど、多方面での活躍も多数。

会場：市民会館
料金：全席指定
　　　前売り5,500円
　　　当　日6,000円
チケット販売（8/1〜）
フジグラン阿南、アピ
カ、中富書店、ゴーゴ
ーミュージックカフェ、
平惣（各店）、デュー
ク高松
※お一人様５枚まで
※市民会館販売分は、
　完売しました。
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新
た
な
自
分
探
し
の
旅

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
と
と
も

に
音
楽
業
界
は
様
変
わ
り
し
た
。
レ

コ
ー
デ
ィ
ン
グ
も
ス
タ
ジ
オ
収
録
か

ら
パ
ソ
コ
ン
を
活
用
し
た
個
人
レ
ベ

ル
の
Ｃ
Ｄ
制
作
が
主
流
に
な
る
。
西

さ
ん
は
ス
タ
ジ
オ
で
の
仕
事
を
続
け

な
が
ら
、
音
楽
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
や
ア

レ
ン
ジ
と
い
っ
た
分
野
を
手
掛
け
る

よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　

２
０
０
９
年
４
月
、
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
と
し
て
の
自
分
を
見
つ
め
直
す
き

っ
か
け
に
と
、
こ
こ
阿
南
の
地
で
音

楽
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
地
方

か
ら
音
楽
を
配
信
す
る
試
み
は
、
未

知
の
自
分
探
し
の
旅
で
も
あ
る
。
豊

か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
阿
南
の
大
地

は
、
西
さ
ん
の
音
楽
活
動
に
新
し
い

風
を
吹
き
込
み
、
新
た
な
時
代
の
到

来
を
予
感
さ
せ
る
…
。

心
に
残
る
音
楽
シ
ー
ン

　

数
あ
る
音
楽
シ
ー
ン
の
な
か
で
も
、

２
つ
の
出
来
事
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。

　

東
京
音
楽
祭
の
パ
ー
テ
ィ
ー
で
、

ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
（
バ
ン
ド
名
）
が
カ

バ
ー
曲
を
生
演
奏
し
て
い
た
と
こ
ろ

に
、
本
人
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
・
ワ
ン
ダ

ー
が
登
場
。「
自
分
た
ち
の
音
楽
が

気
に
入
り
、
一
緒
に
歌
い
た
く
な
っ

た
」
と
…
。
あ
ま
り
に
も
突
然
の
出

来
事
に
気
持
ち
が
高
ぶ
り
、
気
が
つ

け
ば
２
時
間
も
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
た
。

　

も
う
一
つ
は
、
世
界
３
大
ロ
ッ
ク

ギ
タ
ー
リ
ス
ト
の
１
人
、
ジ
ェ
フ
ベ

ッ
ク
と
意
気
統
合
し
朝
ま
で
セ
ッ
シ

ョ
ン
し
た
こ
と
は
、
今
で
も
鮮
烈
に

覚
え
て
い
る
。

　

雲
の
上
の
存
在
と
崇
め
て
い
た
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
と
セ
ッ
シ
ョ
ン
し
た
経

験
は
、
プ
ロ
の
ギ
タ
リ
ス
ト
と
し
て

自
信
と
ス
テ
ー
ジ
ア
ッ
プ
へ
の
原
動

力
と
な
っ
た
。

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

１
９
６
０
年
長
崎
県
生
ま
れ
。

　

16
歳
で
ス
カ
ウ
ト
さ
れ
上
京
し
、
ギ

タ
リ
ス
ト
と
し
て
プ
ロ
活
動
を
始
め
る
。

　

１
９
７
８
年
に
ロ
ッ
ク
の
本
場
ア
メ

リ
カ
に
渡
り
、
帰
国
後
、
伝
説
の
「
ス

ペ
ク
ト
ラ
ム
」
を
結
成
し
、
日
本
の
ポ

ッ
プ
ス
＆
ロ
ッ
ク
界
に
一
代
旋
風
を
巻

き
起
こ
し
た
。
グ
ル
ー
プ
活
動
と
と
も

に
、
桑
田
佳
祐
氏
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
に

よ
る
初
の
ソ
ロ
・
ア
ル
バ
ム
「
Ｎ
ｉ
ｓ

ｈ
ｉ
」
を
発
売
。
海
外
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
（
ミ
ッ
シ
ェ
ル
・
ブ
レ
ッ
カ
ー
な
ど
）

と
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
な
ど
、
世
界
に

そ
の
名
を
馳
せ
る
。

　

２
０
０
３
、
２
０
０
４
年
に
行
わ
れ

た
「
ジ
ョ
ン
・
レ
ノ
ン
・
ス
ー
パ
ー
ラ

イ
ブ
」
で
は
、
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト
バ
ン
ド

の
ギ
タ
ー
を
担
当
。
同
年
春
に
は
、
ギ

タ
ー
で
参
加
し
た
「
ゼ
ア
・
フ
ォ
ー
ユ

ー
（
べ
レ
ス
・
ハ
モ
ン
ド
／
ス
ラ
イ
＆

ロ
ビ
ー
）」
が
、
ラ
ジ
オ
の
レ
ゲ
エ
・

チ
ャ
ー
ト
で
マ
イ
ア
ミ
１
位
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
２
位
、
ロ
ン
ド
ン
３
位
と
日
本

の
レ
ゲ
エ
シ
ー
ン
で
も
話
題
を
呼
ぶ
。

国
内
で
も
、
矢
沢
永
吉
や
ア
ン
・
ル
イ

ス
、
杏
里
な
ど
の
ツ
ア
ー
に
参
加
す
る

な
ど
、
名
実
と
も
に
日
本
を
代
表
す
る

ギ
タ
リ
ス
ト
の
一
人
と
な
っ
た
。

　

そ
の
後
、「
キ
ッ
サ
コ
」「
池
上
ケ
イ
」

「
熊
谷
尚
武
」
な
ど
、
若
手
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
育
成
に
も
力
を
注
い
だ
。

　

２
０
０
６
年
に
は
、
自
ら
が
作
曲
し

ギ
タ
ー
も
担
当
し
た
「
ス
ラ
イ
＆
ロ
ビ

ー
」
の
ア
ル
バ
ム
「
リ
ズ
ム･

ダ
ブ
ル
」

が
「
第
49
回
グ
ラ
ミ
ー
賞
、
ベ
ス
ト
・

レ
ゲ
エ
・
ア
ル
バ
ム
」
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト

さ
れ
る
。

　

２
０
０
８
年
夏
、
自
ら
の
ア
ル
バ
ム

を
リ
リ
ー
ス
。
そ
の
後
、
拠
点
を
阿
南

に
移
し
、
地
元
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
「
Ｓ
ａ

ｌ
ａ
（
サ
ラ
）」「
Ｏ
ｓ
ｕ
ｍ
ｉ

－

Ｋ
ｉ

ｎ
ｇ
＆
Ｓ
ｈ
ｉ
ｎ
ｏ

－

Ｙ
ａ
ｎ
ｇ
（
大

角
キ
ン
グ
＆
篠
ヤ
ン
グ
）」
の
プ
ロ
デ

ュ
ー
ス
や
ア
レ
ン
ジ
を
手
掛
け
な
が
ら
、

自
ら
の
ラ
イ
ブ
や
音
楽
制
作
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

自
慢
の
畑
で
夏
野
菜
を
収
穫グラミー賞授賞式会場

（ロサンゼルス）

サタデーナイトライブの打ち上げ

槇原敬之さん

スキマスイッチ
大橋さん

サディスティック
ミカ・バンド
小原さん

Shiny Musician
自分にとって音楽は人生そのもの　そして人生はライフスタイル
私は今、阿南スタイル…

西　慎嗣さん（49歳：宝田町）

ギタリスト・アーティスト・プロデューサー

阿南は安くて美味しい食材がいっぱい

根
っ
か
ら
の
釣
り
好
き

Nishi
Shinji

〜阿南で輝くミュージシャン〜
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国へ要望しました

①
新
た
な
洪
水
吐
を
増
設
し
て

洪
水
調
整
能
力
の
増
強

②
流
水
の
正
常
な
機
能
の
維
持

③
堆
砂
対
策

④
選
択
取
水
設
備
を
整
備
し
て

環
境
保
全
対
策
を
図
る

長安口ダム改造事業の早期完成

桑
野
道
路
・
福
井
道
路
整
備
促
進

四
国
横
断
自
動
車
道
の
早
期
完
成

　

那
賀
川
水
系
河
川
整
備
計

画
（
平
成
19
年
度
国
土
交
通

省
策
定
）
に
あ
る
無
堤
地
区

の
深
瀬
地
区
（
約
８
０
０
㍍
）、

加
茂
地
区
（
約
９
０
０
㍍
）、

持
井
地
区
（
約
１
０
０
㍍
）
の
堤
防
整
備

を
優
先
的
に
実
施
し
、
整
備
計
画
対
象
期

間
内
の
前
半
に
完
成
さ
せ
る
。

那
賀
川
本
川
の

無
堤
地
区
の
解
消

選択取水設備の設置

減勢工の改造

洪水吐の新設

持
井
橋

加
茂
谷
橋

中
央
橋

十
八
女
橋

持井地区（約100㍍）

深瀬地区（約800㍍）

加茂地区（約900㍍）

　６月23日、那賀川渇水対策協議会及び高規格道路建設促進期成同盟
会（平尾阿南商工会議所会頭（両会の会長）、岩浅市長、嶋尾市議会議
長など13人）は、内閣府で玄葉光一郎内閣府特命担当大臣と、首相官
邸で仙谷由人官房長官とそれぞれ面会して、国が進める道路事業及び河
川事業、ダム事業の早期完成など４項目について強く要望しました。
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合
唱
団
が
〝
夢
〟
の
舞
台
で
熱
唱

　

夢
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
阿
南
市
合
唱
祭
で
７
合
唱
団

が
童
謡
や
歌
謡
曲
な
ど
全
17
曲
を
熱
唱
し
ま
し
た
。

　

ピ
ア
ノ
伴
奏
と
美
し
い
歌
声
が
生
み
出
す
ハ
ー
モ
ニ
ー

や
「
徳
島
合
唱
団
（
特
別
ゲ
ス
ト
）」
の
す
ば
ら
し
い
合

唱
で
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

こ
の
合
唱
祭
は
、
合
唱
文
化
を
根
付
か
せ
よ
う
と
、
１

市
２
町
合
併
式
典
で
約
１
５
０
人
が
大
合
唱
し
た
こ
と
に

始
ま
り
５
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

健
康
の
源
は
口
腔
ケ
ア
か
ら

　

歯
の
健
康
週
間
に
あ
わ
せ
て
開
催
さ
れ
た
「
い
き
い
き

健け
ん

口こ
う

フ
ェ
ア
」
に
、
約
７
０
０
人
の
親
子
連
れ
が
参
加
し

歯
の
検
診
な
ど
を
受
け
ま
し
た
。

　

４
〜
５
歳
児
に
虫
歯
に
な
る
傾
向
が
あ
り
、
幼
少
の
こ

ろ
か
ら
口
腔
ケ
ア
へ
の
意
識
を
持
つ
こ
と
が
大
切
と
島
田

医
師
（
実
行
委
員
長
）。
参
加
し
た
英
は
な
ぶ
さ
　

咲
良
さ
ん
（
那

賀
川
町
：
８
歳
）
は
、「
食
べ
て
か
ら
20
分
以
内
に
歯
を

磨
く
こ
と
が
大
切
だ
と
知
っ
て
、
こ
れ
か
ら
頑
張
ろ
う
と

思
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

水
害
に
備
え
て
、
水
防
技
術
講
習
会

　

出
水
時
の
円
滑
な
水
防
活
動
と
水
防
技
術
の
向
上
を
図

ろ
う
と
、
水
防
技
術
講
習
会
が
桑
野
川
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
（
富
岡
町
）
で
開
催
さ
れ
、
大
野
、
加
茂
谷
、
福
井
分

団
の
水
防
団
員
な
ど
約
１
０
０
人
が
技
術
の
習
得
に
汗
を

流
し
ま
し
た
。

　

講
習
は
、
準
備
工
（
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
）
や
月
の
輪

工
、
シ
ー
ト
張
り
工
、
改
良
積
土
の
う
工
に
つ
い
て
那
賀

川
河
川
事
務
所
の
職
員
か
ら
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
参
加

者
は
手
際
良
く
実
技
講
習
を
こ
な
し
て
い
ま
し
た
。

　

第
23
回
阿
南
市
消
防
操
法
大
会
に
14
分
団
17
班
か
ら
約

１
０
０
人
の
団
員
が
参
加
し
て
、
ポ
ン
プ
車
の
部
と
小
型

ポ
ン
プ
の
部
で
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

緊
張
感
漂
う
会
場
に
、
指
揮
者
の
掛
け
声
が
か
か
る
と

一
斉
に
操
法
を
開
始
。
機
敏
な
動
き
で
ホ
ー
ス
を
繋
ぎ
合

わ
せ
、
息
を
弾
ま
せ
な
が
ら
標
的
に
向
け
て
放
水
姿
勢
。

懸
命
に
競
技
に
取
り
組
む
団
員
に
応
援
席
か
ら
大
き
な
拍

手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

5／23
5／26

6／6

6／6
6／13

　

第
34
回
阿
南
市
成
人
大
学
講
座
の
開
校
式
に
約
１
１
０

人
の
受
講
生
が
参
加
し
て
、
第
１
回
目
の
講
座
を
受
講
し

ま
し
た
。

　

成
人
大
学
講
座
は
、
私
た
ち
の
身
近
に
あ
る
問
題
を
、

現
地
研
修
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
解
決
を
図
ろ

う
と
す
る
も
の
で
、
今
年
度
は
全
９
回
の
講
座
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

地
域
の
人
々
や
社
会
の
た
め
に

私
た
ち
が
で
き
る
こ
と

「
操
作
始
め
、
よ
し
！
」

　
消
防
操
法
で
訓
練
の
成
果
競
う

加
茂
谷
分
団
７
班
県
大
会
優
勝

全
国
大
会
出
場
を
決
め
ま
し
た
！

　

全
国
大
会
は
、
11
月
12
日
㈮

に
愛
知
県
蒲
郡
市
で
開
催
さ
れ

ま
す
。

阿南合唱団の皆さん開校式のようす（ひまわり会館）ひまわり会館

月の輪工を実践する大野分団のみなさん雨の中、懸命に操法する団員

ポ
ン
プ
車
の
部

優　

勝　

加
茂
谷
分
団
７
班

準
優
勝　

宝
田
分
団
１
班

三　

位　

見
能
林
分
団
５
班

小
型
ポ
ン
プ
の
部

優　

勝　

加
茂
谷
分
団
６
班

準
優
勝　

宝
田
分
団
２
班

三　

位　

椿
分
団
２
班
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菜
種
油
で
温
暖
化
防
止
の
一
助
に

　

菜
種
油
を
採
取
し
て
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
（
Ｂ
Ｄ

Ｆ
）
づ
く
り
に
取
り
組
む
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
菜

の
花
フ
レ
ン
ド
」
の
会
員
約
20
人
が
、津
乃
峰
町
の
畑
（
約

50
㌃
）
で
菜
の
花
の
収
穫
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
市
内
10

カ
所
で
収
穫
さ
れ
た
菜
種
は
全
部
で
約
５
０
０
キ
ロ
グ
ラ

ム
で
、
約
１
０
０
㍑
の
菜
種
油
が
搾
れ
る
見
込
み
。

こ
の
「
菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
循
環
型
社
会
づ
く
り

の
一
環
と
し
て
平
成
20
年
度
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

新
野
小
学
校
に
待
望
の
プ
ー
ル
完
成

　

岩
浅
市
長
を
は
じ
め
約
40
人
の
学
校
関
係
者
が
プ
ー
ル

の
落
成
を
祝
い
ま
し
た
。
島
村
星
伍
く
ん
（
６
年
）
か
ら

「
プ
ー
ル
を
大
切
に
使
い
、
卒
業
ま
で
に
み
ん
な
が
25
㍍

以
上
泳
げ
る
よ
う
頑
張
り
た
い
で
す
」
と
お
礼
の
こ
と
ば

が
述
べ
ら
れ
た
後
、
５
・
６
年
生
に
よ
る
初
泳
ぎ
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。
呉
羽
政
人
く
ん
（
６
年
）
は
、「
最
後
の
夏
、

楽
し
く
泳
ぎ
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

総
工
事
費
は
約
６
千
８
百
53
万
円
。

6／19

料
理
の
楽
し
さ
を
実
感

　

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
「
男
性
料

理
教
室
」
が
開
催
さ
れ
、
岩
浅
市
長
を
は
じ
め
26
人
が
料

理
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

レ
シ
ピ
は
、
玉
ね
ぎ
と
鶏
肉
の
さ
っ
ぱ
り
ポ
ト
フ
な
ど

４
品
。
料
理
研
究
家
の
渡
辺
純
子
さ
ん
な
ど
の
指
導
を
受

け
て
、
１
時
間
余
り
で
完
成
。「
料
理
す
る
こ
と
は
脳
の

活
性
化
に
も
良
い
」
と
小
泉
隆
一
さ
ん
（
那
賀
川
町
：
81

歳
）。「
実
に
楽
し
く
、
妻
の
有
り
難
さ
に
も
気
付
き
ま
し

た
」
と
会
話
を
弾
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

阿
波
公
方
の
歴
史
談
義
に
花
咲
か
す

　

出
水
康
生
さ
ん
（
三
好
長
慶
会
代
表
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
セ

ン
タ
ー
徳
島
講
師
）
の
歴
史
講
座
に
44
人
が
参
加
し
、
平

島
を
舞
台
に
し
た
歴
史
談
義
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

　

講
座
は
「
阿
波
公
方
と
細
川
・
三
好
氏
」
を
テ
ー
マ
に
、

９
代
に
わ
た
っ
て
繰
り
広
げ
ら
れ
た
阿
波
公
方
の
上
洛
絵

巻
や
阿
波
の
守
護
細
川
氏
と
三
好
長
慶
の
勢
力
争
い
な
ど

が
解
説
さ
れ
ま
し
た
。

あ
す
た
む
ラ
ン
ド
徳
島
で
野
球
Ｐ
Ｒ

　

野
球
の
ま
ち
阿
南
を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
６
月
19
日
か
ら
９

日
間
、
あ
す
た
む
ラ
ン
ド
徳
島
四
季
彩
館
で
「
ま
ち
か
ど

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
が
開
催
さ
れ
、
市
が
保
有
す
る
野
球
界

の
お
宝
グ
ッ
ズ
約
２
５
０
点
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
香
川

県
か
ら
来
場
し
た
真
野
大
地
く
ん
（
小
５
）
は
「
阿
南
に

は
イ
チ
ロ
ー
選
手
な
ど
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
や
バ
ッ
ト
、
写
真

が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
い
い
な
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
開
催
期
間
中
、
延
７
８
２
人
が
来
館
し

ま
し
た
。

6／22

6／29
6／19〜27火

災
警
報
器
の
設
置
は

お
済
み
で
す
か
？

消
防
本
部
予
防
課

（
☎
22

－

３
７
９
９
）

○親善高校招待大会　7月31日㈯、8月1日㈰、
2日㈪、4日㈬

出場高校：阿南市…阿南工、阿南高専、新野、富岡西
　　　　　香川県…観音寺中央　　兵庫県…柳学園
　　　　　高知県…室戸　　岡山県…岡山南

○大阪市立大学夏季合宿　６日㈮〜11日㈬
○マスターズ甲子園徳島大会　12日㈭〜15日㈰

・21日㈯
○市中学リーグ戦　18日㈬〜20日㈮
○県高校新人南部ブロック大会
　21日㈯、23日㈪、25日㈬、26日㈭

問い合わせは　
野球のまち推進課（☎22－1297）へ

球場へ行こう！
アグリあなんスタジアム

８月の日程

初泳ぎをする児童
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情報文化センターからのお知らせ

★夏休み星空教室（有料・要申込）

　小学４年生で学習する内容に合わせて行いますので、夏休
みの宿題にも役立ちます。
日　　時　８月８日㈰　19：00〜21：00　※雨天曇天決行
対　　象　小学４〜６年生
内　　容　星座早見盤の工作と使い方の説明、夏の大三角の

探し方と解説
申込方法　電話またはホームページより事前にお申し込みく

ださい。先着順に受け付けをし、定員に達ししだ
い締め切ります。

定　　員　30人
参 加 料　１人200円（同伴の保護者は無料）

★特別観望会
　「ペルセウス座流星群を見よう」（有料・申込不要）
　毎年お盆の時期にピークを迎える「ペルセウス座流星群」
の観望会を行います。同時に大型望遠鏡（口径113㎝）によ
る観望会も行います。
日　時　８月12日㈭　19：30〜22：00　※雨天曇天中止
参加料　大人300円、高校生250円、小・中学生200円、

幼児無料

★化石展　那賀川流域・県南地域の化石展（無料）

　徳島県内や阿南周辺で採集した化石や、古生代・中生代・
新生代の代表的な化石を展示します。
期　間　８月15日㈰まで
場　所　科学センターエントランスホール

★夏休み科学相談（無料）

　夏休みの理科の宿題で質問や相談があれば科学センターの
指導員に聞いてみよう。
日　時　８月１日㈰、22日㈰　10：00〜16：00
場　所　科学センターエントランスホール

★科学の広場（無料）

　子ども向けのかんたんな工作を中心に行います。
実施日 テーマ

８月13日㈮ 
10:30〜、13:30〜 スライムやスーパーボールを作ろう

14日㈯
10:30〜、13:30〜 物を飛ばすおもしろいシーソーを作ろう

15日㈰
10:30〜、13:30〜 風船電話を作ろう

★おもしろ科学実験（無料）

　毎週土・日曜日の11：00〜と14：00〜に実施。
　実施日・テーマなどくわしくは科学センターホームページ
をご覧ください。

★夜間天体観望会（それぞれ 19:00、20:00、21:00　有料・要申込）

　大型天体望遠鏡で美しい星を見る夜間観望会です。
実施日 テーマ

８月  7日㈯ 夏の大三角、いて座の散光星雲「Ｍ17」など
13日㈮ 夏の大三角、ドーナツ星雲「Ｍ57」など
14日㈯ 夏の大三角、ヘルクレス座の球状星団「Ｍ13」など
21日㈯ 夏の大三角、はくちょう座のアルビレオなど
28日㈯ 夏の大三角、たて座の散開星団「Ｍ11」など

★昼間の星の観望会（有料・申込不要）

　昼間も大型望遠鏡で星が観察できます。土・日・祝日・夏
休み中（14：45〜）に実施。
観覧料　お１人100円（幼児は無料）

科学センターからのお知らせ

問い合わせは
科学センター（☎42−1600　FAX 42−3652）へ
◎休館日：８月２日㈪、９日㈪、16日㈪、23日㈪、30日㈪
◎ホームページ：http://www.ananscience.jp/science/

　音楽愛好家の市民の皆さん！今年もコスモホールで演奏し
てみませんか。ご応募お待ちしております。

開 催 日　９月 25 日㈯「洋楽の部」、26 日㈰「邦楽の部」
会　　場　コスモホール（情報文化センター）
出演資格　阿南市在住の 18 歳以上の方
※グループの場合はメンバーに阿南市民１人以上を含むこと。
※児童を含む場合はメンバーの半数以下であること。
演奏部門　①洋楽の部／ピアノ、フルート、ヴァイオリン、

ギター、声楽など。
②邦楽の部／琴、三味線、尺八、大正琴など。

演奏形態　独奏、重奏、合奏、独唱、重唱、合唱
※合奏は 40 人、合唱は 60 人以内とします。

演奏方法　原則として音響拡声装置（マイクロフォン等）を
使用しない生演奏

演奏時間　10 分以内　
※セッティングおよび調律に要する時間は含みません。
参加料等　参加料は無料です。出演料は支払われません。
申込方法　申込用紙（情報文化センター、文化会館夢ホール、

市民会館ほか備え付け）をご記入のうえ、情報文
化センターまで提出してください。

締 切 日　８月 22 日㈰
※申し込み多数の場合は、洋楽・邦楽ともに各 15 組程度を

抽選にて選出させていただきますので、あらかじめご了承
ください。

問い合わせは　情報文化センター（☎ 44−5000）へ　　◎８月の休館日：２日、９日、16日、23日、30日

♪「第３回コスモホール音楽祭」出演者募集

広報 平成22年（2010年）8月1日 〔第625号〕21



っ
た
。

　
「
畑
か
ら
帰
る
途
中
、
孫
が
迎
え
に
来

て
手
を
つ
な
ぎ
、
童
謡
を
歌
っ
て
疲
れ
が

と
れ
た
。
当
時
、
苺
、
稲
作
と
忙
し
く
迎

え
て
や
れ
な
か
っ
た
こ
と
だ
け
は
悔
い
が

残
っ
た
。
あ
の
時
の
淋
し
さ
は
胸
中
に
残

っ
て
い
る
は
ず
だ
」
と
の
く
だ
り
に
は
、

親
以
上
の
愛
に
心
震
え
先
が
読
め
な
か
っ

た
。

　

最
近
、
ト
イ
レ
で
ム
カ
デ

を
見
つ
け
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
が

入
っ
た
ら
大
変
と
、
奮
闘
し

た
息
子
。便
器
の
汚
れ
を「
母

さ
ん
怒
ら
れ
ん
ぜ
、
出
ん
の

が
よ
け
、
い
か
ん
の
ぜ
」
と

娘
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
孫
は

こ
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
少
し
は
恩
返
し
で

き
て
ま
す
か
。
自
分
が
小
さ
す
ぎ
て
恥
ず

か
し
い
時
、
こ
の
手
紙
を
読
み
ま
す
。
我

家
の
宝
物
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
は
、
中
林
町
の
加
本
た
え
子
さ
ん
に

お
願
い
し
ま
す
。

　

那
賀
町
中
山
生
ま
れ
の
93
歳
の
義
母

は
、
家
庭
の
事
情
で
北
海
道
へ
渡
り
、

千
葉
の
看
護
学
校
を
経
て
、
佐
世
保
で

従
軍
し
、
戦
後
結
婚
し
て
加
茂
谷
へ
。

そ
の
上
、
40
半
ば
で
夫
を
亡
く
し
、
ま

さ
に
波
瀾
万

丈
の
人
生
な

が
ら
、
愚
痴

一
つ
聞
い
た

こ
と
な
く
常

に
前
向
き
だ
。

ユ
ー
モ
ア
・

セ
ン
ス
が
抜
群
で
何
度
吹
き
出
し
た
こ

と
か
、
頭
が
柔
ら
か
く
孫
の
一
番
の
理

解
者
で
も
あ
る
。
そ
ん
な
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
が
「
二
人
の
孫
の
誕
生
、
成
人
に
想

う
」
と
綴
っ
た
、
何
度
読
ん
で
も
涙
溢

れ
る
手
紙
が
あ
る
。
大
切
な
大
切
な
宝た
か
ら

者も
の

－
。
子
煩
悩
な
主
人
が
生
き
て
い
れ

ば
ど
ん
な
に
喜
ん
だ
こ
と
か
、
二
人
分

の
愛
情
を
持
っ
て
育
て
な
く
て
は
と
思

宝
物

431

　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
田　

美
恵

耳
底
に
父
の
言
葉
や
茄
子
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　

阿
部
ま
す
み

ア
ン
デ
ス
の
塩
ひ
と
つ
か
み
梅
漬
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
居　

青
々

明
易
の
田
を
一
巡
り
し
て
朝
餉

　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
水　

光
代

路
線
バ
ス
た
っ
た
一
人
の
夏
帽
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　

多
田　

秀
子

コ
ル
セ
ッ
ト
つ
け
て
シ
ャ
キ
ッ
ト
風
薫
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

土
方　

定
子

闇
を
踏
む
足
に
力
や
螢
狩
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

厚
田　

小
径

る
り
色
に
光
続
け
よ
夏
の
星

　
　
　
　
　
　
　
　
　

末
岐　

美
子

夏
木
立
仕
切
り
と
な
せ
る
ゴ
ル
フ
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
部
み
ち
子

ど
く
だ
み
の
花
の
白
さ
や
雨
上
り

阿
南
川
柳
会
会
長

髙

木

旬

笑　

選

川　

柳

野
村　

敏
子

横
歩
き
気
に
し
て
い
ま
す
蟹
の
私
語

　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
野　

智
子

今
の
世
は
格
差
社
会
の
渦
の
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　

臣
守　

愛
香

味
見
し
て
旅
の
土
産
に
蟹
を
買
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　

原　

公
美
子

呑
み
こ
ん
だ
言
葉
が
背
な
に
あ
る
駱
駝

　
　
　
　
　
　
　
　
　

芝　

恵
美
子

正
と
派
遣
の
大
き
な
格
差
給
料
日

平
成
22
年
阿
南
市
春
季

短
歌
大
会
作
品
入
選
歌

短　

歌

枝
川　

照
子

花
び
ら
の
開
く
瞬
時
を
見
る
よ
う
な
初
出
勤
の
孫
の

メ
ー
ル
は

　
　
　
　
　
　
　

松
原　
　

靜

ピ
シ
ピ
シ
ュ
と
外
灯
を
背
に
素
振
り
す
る
少
年
の
球

春
朧
に
ゆ
ら
ぎ

　
　
　
　
　
　
　

遠
藤
美
千
代

十
二
年
の
歳
月
お
も
ふ
療
養
の
母
と
を
つ
な
ぐ
連
翹

の
み
ち

　
　
　
　
　
　
　

横
山
み
つ
枝

ひ
ら
ひ
ら
と
舞
う
一
枚
の
楓
の
葉
家
紋
の
ご
と
く
夫

の
背
に
着
く

　
　
　
　
　
　
　

宮
本
久
美
子

リ
ビ
ン
グ
の
仕
分
け
半
日
に
娘
が
せ
し
を
又
拾
い
き

ぬ
大
皿
三
枚

　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木
夫
美

人
毎
に
「
気
を
付
け
て
ね
」
と
労
ら
い
の
言
葉
を
受

け
て
老
人
と
な
る

　
　
　
　
　
　
　

棚
野　

久
子

に
こ
や
か
に
男
の
幼
子
の
運
び
く
れ
し
薄
茶
は
揺
る

る
お
花
見
大
会

阿
南
市
俳
句
連
合
会
選

俳　

句

	

清
原　

栄
子

父
し
の
び
母
偲
び
つ
つ
見
る
青
田

市
民
文
芸

加 茂 町
清瀬　直美さん
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一
部
は
船
で
大
坂
へ
向
か
う
。

　

山
中
宿
で
は
八
月
二
十
三
日
ま
で
滞
留
。

　

八
月
二
十
四
日　

山
中
宿
出
発
、
陸
路
を
堺

へ
向
か
っ
て
徹
夜
で
進
み
、
七
ッ
時
（
午
前
四

時
）
過
ぎ
堺
へ
入
り
湊
村
着
。

　

八
月
二
十
五
日　

九
ッ
前
湊
村
出
発
、
七
ッ

半
（
午
後
五
時
）
大
坂
日
本
橋
着
。
小
舟
で
八

軒
屋
に
着
き
三
十
石
船
に
乗
り
替
え
る
。

　

八
月
二
十
六
日　

京
都
淀
に
五
ッ
時
着
船
、

上
陸
し
て
鳥
羽
街
道
を
進
み
、夜
六
ッ
半
時（
七

時
）
等
持
院
到
着
。

　

閏
八
月
一
日
ま
で
等
持
院
滞
留
。

　

閏
八
月
二
日　

等
持
院
方
丈
か
ら
の
塔
頭

（
脇
寺
）
功
運
院
に
入
る
。

（
続
く
）

参
考
「
那
賀
川
町
史
」
上
巻

阿
南
市
文
化
財
保
護
審
議
会
会
長　
　

湯　

浅　

良　

幸　

阿
南
ふ
る
さ
と
探
訪
その54

　
「
平
島
義
根
一
行
の
退
去
に
際
し
て
見
送
り

や
乗
船
時
に
地
元
か
ら
多
く
の
見
物
人
が
出
る

と
の
噂
が
あ
る
。

　

多
勢
の
人
出
で
あ
れ
ば
不
心
得
者
が
出
る
心

配
が
あ
る
。
出
発
の
一
、
二
日
前
に
は
関
所
ご

と
に
役
人
を
配
置
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
は

な
い
か
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

家
老
た
ち
も
早
速
対
処
し
た
よ
う
だ
。
和
田

島
村
の
森
家
文
書
及
び
郡
代
か
ら
の
書
状
に

「
こ
の
た
び
平
島
又
太
郎
殿
が
阿
波
国
か
ら
退

拶
と
長
年
の
温
情
に
対
し
て
お
礼
の
た
め
に
登

城
し
た
い
が
、
病
身
の
た
め
か
な
わ
な
い
の
で
、

近
日
中
に
家
来
を
差
し
向
け
る
」
と
の
書
状
が

あ
る
。

　

七
月
二
十
六
日
付
け
、
義
根
一
行
の
乗
船
・

出
帆
の
報
告
を
受
け
た
家
老
は
七
月
二
十
六
日

付
け
で
江
戸
年
寄
役
仁
尾
内
膳
・
山
崎
図
書
に
、

「
平
島
又
太
郎
家
族
と
家
来
と
も
ど
も
去
る
二

十
四
日
に
乗
船
、
二
十
五
日
八
ッ
時
（
午
後
二

時
）
過
ぎ
全
部
の
船
六
艘
で
異
状
な
く
川
口
か

ら
出
航
し
た
」
と
あ
る
。

　

一
方
、
義
根
の
出
航
に
つ
い
て
は
、
大
坂
留

守
居
役
森
甚
作
、
京
都
留
守
居
役
西
尾
源
十
郎

に
も
通
知
さ
れ
て
い
る
。

一
行
の
道
中

　

七
月
二
十
五
日
九
ツ
（
午
前
・
午
後
と
も
十

二
時
）、
こ
の
場
合
は
正
午
過
ぎ
出
帆
。

　

七
月
二
十
六
日　

紀
州
大
崎
浦
着
船
。
昼
八

ッ
時
（
午
後
二
時
）
直
ち
に
地
元
庄
屋
へ
届
出
。

　

八
月
十
日
ま
で
大
崎
浦
で
滞
船
。

　

八
月
十
一
日
四
ッ
半
時
（
十
一
時
）
大
崎
浦

出
帆
、
泉
州
（
大
阪
府
）
谷
川
に
八
ッ
時
着
船
。

　

八
月
十
二
日　

谷
川
上
陸
、
山
中
宿
で
滞
留
、

義根公が阿波退去の際、乗船されたと伝えられている
住吉丸の錨

いかり
（阿波公方・民俗資料館陳列）

室
町
幕
府・平
島
公
方（
十
八
）

い
よ
い
よ
退
去

　

文
化
二
（
一
八
〇
五
）
年
三
月
に
は
藩
家
老

か
ら
公
方
家
阿
波
国
退
去
に
つ
い
て
藩
御
用
船

の
使
用
や
港
・
番
所
へ
の
手
配
が
な
さ
れ
た
。

　

五
月
二
十
四
日
付
け
で
、
寺
沢
主
馬
以
下
三

人
の
奉
行
か
ら
、
次
の
内
容
の
伺
書
が
出
さ
れ

た
。

去
す
る
に
つ
い

て
、
出
発
の
時
、

人
々
が
見
物
な

ど
で
混
雑
が
予

想
さ
れ
た
の
で

見
物
を
禁
止
す

る
よ
う
に
各
組

頭
庄
屋
へ
通
知

し
た
」
と
あ
る
。

　

藩
か
ら
船
を

提
供
し
よ
う
と

の
申
し
入
れ
に

際
し
て
義
根
は
、

「
義
根
と
家
族

の
乗
船
の
た
め
に
、
役

所
の
船
を
用
立
て
て
く

れ
る
な
ど
あ
り
が
た
い
。

し
か
し
、
船
に
つ
い
て

は
病
身
で
気
ま
ま
に
出

来
る
よ
う
前
も
っ
て
手

配
し
て
あ
る
の
で
謝
絶

し
た
い
」
と
回
答
し
て

い
る
。

　

病
身
う
ん
ぬ
ん
に
つ

い
て
は
、「
出
発
の
挨

九代公方義根公が、阿波退去に際し住吉丸に乗船された折り、自ら書
いて船主に与えた船名札（阿波公方・民俗資料館陳列）
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ひろ
ば

市
民
の
情報

お
知
ら
せ

新
規
高
卒
者
の
雇
用
枠

確
保
に
ご
協
力
を

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
６
月
20
日
か

ら
新
規
高
等
学
校
卒
業
予
定
者
を
対

象
に
、
求
人
の
受
け
付
け
を
し
て
お

り
ま
す
。

　

現
在
、
高
校
で
は
多
く
の
就
職
希

望
者
が
求
人
を
待
っ
て
い
ま
す
。
若

年
者
層
の
労
働
力
人
口
の
減
少
が
進

む
中
で
、
高
校
生
の
雇
用
枠
の
拡
大

を
図
る
こ
と
は
大
変
重
要
な
こ
と
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
新
規
高
等
学
校
卒

業
予
定
者
の
雇
用
枠
の
確
保
・
拡
大

に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
阿

南
（
阿
南
公
共
職
業
安
定
所
）
職
業

相
談
第
一
部
門　

学
卒
係
（
☎
22

－

２
０
１
６
）
へ

お
知
ら
せ

８
月
は「
電
気
使
用
安
全
月
間
」

　

ス
タ
ン
ド
や
ア
イ
ロ
ン
な
ど
の
差

し
込
み
プ
ラ
グ
を
抜
く
と
き
、
コ
ー

ド
を
引
っ
張
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
プ

ラ
グ
と
コ
ー
ド
と
の
接
触
部
分
に
力

が
加
わ
り
、
断
線
し
た
り
シ
ョ
ー
ト

の
原
因
に
な
り
ま
す
の
で
コ
ー
ド
を

引
っ
張
る
の
は
や
め
て
く
だ
さ
い
。

　

プ
ラ
グ
を
抜
く
と
き
は
、
面
倒
で

も
プ
ラ
グ
を
持
っ
て
抜
く
よ
う
に
習

慣
づ
け
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
は　
㈶
四
国
電
気
保
安

協
会
徳
島
支
部
徳
島
南
事
業
所
（
☎

22

－

８
１
７
７
）
へ

相
談
会

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
に
、ご
相
談
を
！

仕
事
な
ん
で
も
相
談
室

　

労
働
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

夜
間
、
休
日
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

受
付
時
間　
平
日
月
〜
金
曜
日　

午

前
９
時
〜
午
後
８
時
、
土
・
日
曜
日

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

相
談
事
項　
賃
金
等
の
労
働
条
件
、

解
雇
、
退
職
、
労
使
問
題
、
労
働
福

祉
を
は
じ
め
と
し
た
労
働
問
題
全
般

及
び
雇
用
能
力
開
発
、
就
業
支
援
事

業
に
つ
い
て
な
ど
。

※
遠
い
地
域
の
方
で
、
お
電
話
だ
け

で
は
…
と
い
う
方
に
、
面
談
も
実
施

し
て
お
り
ま
す
。

㈳
徳
島
県
労
働
者
福
祉
協
議
会

仕
事
な
ん
で
も
相
談
室

◎
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
１
２
０

－

７
８
３

－

０
７
２

◎
☎
０
８
８

－
６
２
５

－

５
１
１
２

相
談
会

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会
実
施

　

徳
島
県
行
政
書
士
会
徳
島
南
部
支

部
に
よ
る
許
認
可
手
続
き
に
つ
い
て

の
無
料
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

日
時　
８
月
21
日
㈯　

午
前
９
時
30

分
〜
12
時
30
分

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館

相
談
内
容　
行
政
に
係
る
許
認
可
手

続
き
（
農
地
転
用
、
建
設
業
関
係
、

開
発
許
可
、自
動
車
運
送
関
係
な
ど
）

問
い
合
わ
せ
は　
徳
島
県
行
政
書
士

会
徳
島
南
部
支
部
（
☎
24

－

４
３
３

４
）
へ

講
習
会

平
成
22
年
度
就
業
支
援
講
習

　

母
子
家
庭
の
母
等
で
あ
っ
て
、
就

業
と
自
立
意
欲
の
あ
る
方
の
就
業
を

支
援
し
、
自
立
と
生
活
の
安
定
を
図

る
た
め
、
次
の
と
お
り
就
業
支
援
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。

対
象
者　
母
子
家
庭
の
母
及
び
寡
婦

等

会
場　

県
立
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
徳
島
市
）

講習科目 開催日 定員 申込締切

医 療 事 務 講 習 ８月22日㈰〜11月28日㈰
（期間中の土・日のうち15日間） 30人 8月12日㈭

パソコン
講 習

夜間
エクセル
検定

９月２日㈭〜10月18日㈪
（期間中の祝日を除く月・火・木・
金24日間）

20人 8月23日㈪

土・日
ワード・
エクセル

８月22日㈰〜11月７日㈰
（期間中の土・日12日間、うち土
曜日２日、日曜日10日）

20人 8月12日㈭

就職支援セミナー
８月22日㈰ 制限

なし なし
９月26日㈰

問
い
合
わ
せ
は　
㈶
徳
島
県
母
子
寡

婦
福
祉
連
合
会
（
☎
０
８
８

－

６
５

４

－

７
４
１
８)

へ

講
習
会

硬
式
テ
ニ
ス
初
心
者
講
習
会

　

未
経
験
者
の
方
も
歓
迎
し
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　
９
月
４
日
㈯
〜
10
月
９
日
㈯

の
毎
土
曜
日
６
回　

午
後
７
時
〜
８

時
40
分

場
所　
南
部
健
康
運
動
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
（
砂
入
り
人
工
芝
）

定
員　
20
人
程
度
（
高
校
生
以
上
）

参
加
料　
３
，
０
０
０
円
（
６
回
分
、

保
険
料
含
む
）

※
貸
し
ラ
ケ
ッ
ト
あ
り
ま
す
。

申
込
方
法　
８
月
28
日
㈯
ま
で
に
氏

名
、
住
所
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号

を
明
記
の
う
え
、
メ
ー
ル
で
市
テ
ニ

ス
協
会
（anan.tennis@gm

ail.com

）

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
市
テ
ニ
ス
協

会　

横
手
（
☎
０
９
０—

４
７
８
３

－

９
９
３
９
）
へ

募
集英

会
話
短
期
講
座
募
集

日
時　
９
月
２
日
〜
毎
週
木
曜
日

３
カ
月
間
（
月
４
回
）
午
後
７
時

45
分
〜
８
時
45
分

対
象
者　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤

し
て
い
る
35
歳
ま
で
の
勤
労
青
少

年
（
学
生
は
除
く
）

定
員　
10
〜
15
人
程
度

受
講
料　
３
カ
月
２
，
０
０
０
円

（
前
納
）
当
ホ
ー
ム
未
登
録
者
は

入
会
金
１
，
０
０
０
円
が
必
要
で

す
。

場
所　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

講
師　
マ
リ
・
ル
ー
タ
ー
さ
ん

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
勤

労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
☎
42

－

４
５

７
２
）
へ　

受
付
時
間
は
土
・
日
・

祝
日
を
除
く
午
後
１
時
〜
９
時
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イ
ベ
ン
ト

阿
南
中
学
校「
定
期
演
奏
会
」

　

夏
の
暑
さ
を
忘
れ
さ
せ
る
爽
や
か

な
吹
奏
楽
と
涼
や
か
な
琴
の
音
色
に

ふ
れ
て
、
心
安
ら
ぐ
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

場
所　
夢
ホ
ー
ル
（
文
化
会
館
）

入
場
料　
無
料

吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会

日
時　
８
月
15
日
㈰　

午
後
１
時
30

分
開
演
（
１
時
開
場
）

※
お
楽
し
み
抽
選
会
、
ち
び
っ
子
指

揮
者
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

箏
曲
部
定
期
演
奏
会

日
時　
８
月
29
日
㈰　

午
後
１
時
30

分
開
演
（
１
時
開
場
）

問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
中
学
校
（
☎

22

－

０
５
３
９
）
へ

イ
ベ
ン
ト

バ
ン
ド
グ
ラ
ン
プ
リ
あ
な
ん

　

予
選
を
勝
ち
抜
い
た
12
組
が
栄
冠

を
め
ざ
し
て
、
熱
い
ラ
イ
ブ
を
繰
り

広
げ
ま
す
。
来
場
者
に
よ
る
ベ
ス
ト

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
投
票
も
あ
り
ま
す

の
で
、
多
数
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時　

８
月
29
日
㈰　

正
午
開
演

（
午
前
11
時
30
分
開
場
）

場
所　
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

入
場
料　
無
料　

問
い
合
わ
せ
は　
文
化
振
興
課
（
☎

22
－

１
７
９
８
）
へ

イ
ベ
ン
ト

第
27
回
那
賀
川
夏
ま
つ
り

　

楽
し
い
催
し
物
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
の
で
、
夕
涼
み
を
兼
ね
て
、
ご

家
族
お
そ
ろ
い
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　
８
月
22
日
㈰　

午
後
５
時
〜

（
荒
天
時
は
８
月
28
日
㈯
に
延
期
）

場
所　
那
賀
川
中
学
校
グ
ラ
ン
ド

内
容　
ラ
ム
ネ
早
飲
み
、
自
衛
隊
音

楽
隊
演
奏
、
バ
ン
ド
演
奏
、
婦
人
会

踊
り
、
阿
波
踊
り
、
餅
・
菓
子
投
げ
、

花
火
大
会
、
夜
店
い
ろ
い
ろ

問
い
合
わ
せ
は　
那
賀
川
町
商
工
会

夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局
（
☎

42

－

１
７
７
２
）
へ

イ
ベ
ン
ト

た
ち
ば
な
海
遊
祭
り

日
時　
８
月
１
日
㈰　

午
前
10
時
〜

午
後
２
時

会
場　
中
浦
緑
地
公
園
（
橘
町
）

内
容　
◎
ぴ
ち
ぴ
ち
つ
か
み
取
り
◎

橘
湾
ク
ル
ー
ズ
◎
１
，
０
０
０
人
ビ

ン
ゴ
、
そ
の
他
、
各
種
ス
テ
ー
ジ
あ

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
た
ち
ば
な
海
遊
祭

り
実
行
委
員
会　

森
本
（
☎
27

－

０

１
１
８
）
へ

募
集柔

道
教
室
新
入
生
募
集

対
象　
幼
児
・
小
学
生

練
習
日
程　
毎
週
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
火
曜
日　

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

◎
木
曜
日　

午
後
７
時
〜
９
時

◎
土
曜
日　

午
前
９
時
〜
正
午

場
所　
武
道
館
（
大
潟
町
）

問
い
合
わ
せ
は　
武
道
館
（
☎
28

－

１
５
３
３
）
へ

募
集楽

し
い
英
会
話
教
室

受
講
生
募
集（
見
学
も
ど
う
ぞ
）

　

や
さ
し
い
初
歩
の
英
会
話
を
、
み

ん
な
で
楽
し
く
学
習
し
ま
せ
ん
か
。

受
講
日
時　
毎
月
第
２
・
４
火
曜
日

午
後
２
時
〜
４
時

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館

受
講
料　
年
間
約
１
４
，
０
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
楽
し

い
英
会
話
教
室　

松
田
（
☎
27

－

０

６
７
３
）
へ

募
集

４
月
入
校
の
海
上
保
安
大
学
校
及
び

海
上
保
安
学
校
の
学
生
を
募
集
し
ま
す

■
海
上
保
安
大
学
校（
広
島
県
呉
市
）

申
込
受
付
期
間　
８
月
26
日
㈭
〜
９

月
７
日
㈫

■
海
上
保
安
学
校（
京
都
府
舞
鶴
市
）

申
込
受
付
期
間　
８
月
３
日
㈫
ま
で

問
い
合
わ
せ
は　
徳
島
海
上
保
安
部

管
理
課
（
☎
０
８
８
５

－

33

－

２
２

４
６
）
へ

　この夏、県内各地のストリートダンスパフォーマー
が、夢ホールに集結！ぜひご参加ください。
日時　８月８日㈰　午後３時開演
場所　文化会館夢ホール
入場料　1,000 円（当日・前売とも同額）
※未就学児は無料です。
ゲスト　ＭＡＲＩＯほか
 ８月７日㈯　ワークショップ
参加資格　小学３年生以上
○入門コース　午後１時30分〜　参加料　1,000円
○初級コース　午後３時30分〜　参加料　2,500円
定員　各コース先着 50 人
場所　文化会館　視聴覚室
申し込み・問い合わせは　文化振興課（☎22－1798）
またはＮＰＯ法人夢ホール市民協議会夢つくりあなん

（☎23－5599）へ

PARTY GROOVE
〜阿南ダンスフェスティバル〜

  ７月からの「中国人への個人観光ビザの発給緩和」に伴い、
中国から日本への観光客の増大が予想されます。
　南部総合県民局では、中国から徳島県南地域へ多くの方に
観光にきていただけるよう、「中国人観光客向けの海の体験
ツアー」などを検討しています。
　そこで、県南にお住まいの中国出身の方、中国への留学経
験のある方などで、次のことに少しでもご協力いただける方

（ボランティア）を募集します。

【ご協力いただきたいこと】
・中国人のニーズや習慣などについての情報提供
・各施設の中国語表記などの支援
・パンフレット翻訳の支援
・簡単な会話の支援
・徳島県南地域の魅力を、中国の家族や知り合いにＰＲする
・中国から観光客がきたときの支援　など

問い合わせは　県南部総合県民局 企画振興部 政策企画担当
（☎0884－74－7330）へ

いただけま
せんか？（ボランティア募集）

中国と徳
島県南地域との架け橋になって
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募
集阿

南
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

10
月
入
校
生

対
象　
離
転
職
者
等
で
、
公
共
職
業

安
定
所
か
ら
受
講
あ
っ
せ
ん
を
受
け

た
方
。

募
集
訓
練
科　
Ｏ
Ａ
処
理
科
（
定
員

15
人
）

申
込
期
間　
８
月
２
日
㈪
〜
９
月
３

日
㈮

※
訓
練
期
間
は
６
カ
月
で
す
。
く
わ

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
テ
ク
ノ
ス
ク

ー
ル
（
☎
26

－

０
２
５
０
）
へ

募
集放

送
大
学
10
月
生

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
を

利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大

学
で
、
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴

史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広

い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

出
願
期
間　
８
月
31
日
㈫
ま
で

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け

付
け
て
お
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
放
送
大
学
徳
島
学

習
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
８
８

－
６
０
２

－

０
１
５
１
）
へ

募
集

ス
ポ
ー
ツ
健
康
づ
く
り
実
践
モ
デ
ル
事
業

ダ
イ
エ
ッ
ト
の
た
め
の
健
康
教
室

　

生
活
習
慣
病
の
改
善
な
ど
を
め
ざ

し
て
、
健
康
教
室
を
実
施
し
ま
す
。

日
時　
10
月
7
日
㈭
〜
平
成
23
年
3

月
4
日
㈮　

全
20
回
（
各
月
第
1
・

3
金
曜
日　

第
2
・
4
木
曜
日　

午

後
７
時
30
分
〜
９
時
30
分
）

場
所　
那
賀
川
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

参
加
対
象　
30
歳
以
上
の
方

参
加
定
員　
30
人
程
度
（
受
付
順
）

参
加
費　
無
料

※
Ｒ
ｅ
ｘ
な
か
が
わ
会
員
以
外
の
方

は
、
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
料
（
65
歳

ま
で
１
，
６
０
０
円
、
65
歳
以
上
８

０
０
円
）
が
必
要
で
す
。

内
容　
生
活
習
慣
チ
ェ
ッ
ク
、
体
力

テ
ス
ト
、
講
義
、
運
動
実
技
、
話
し

合
い
な
ど
。

講
師　
田
中
俊
夫
さ
ん
（
徳
島
大
学

大
学
開
放
実
践
セ
ン
タ
ー
）
ほ
か

持
っ
て
く
る
も
の　
運
動
が
で
き
る

服
装
、
上
履
き
用
運
動
靴
、
歩
数
計

申
込
方
法　
申
込
書
（
Ｒ
ｅ
ｘ
な
か

が
わ
事
務
局
備
え
付
け
）
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　
8
月
1
日
㈰
〜
9
月
20

日
㈷
（
水
曜
日
以
外
の
日　

午
前
10

時
〜
午
後
５
時
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
那
賀

川
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
内　

Ｒ
ｅ
ｘ

な
か
が
わ
事
務
局
（
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
42

－

０
３
９
０
）
へ

自衛官を募集します
募 集 種 目 資　　　格 受 付 期 間 試　験　日

航 空 学 生 高卒（見込含）21歳未満の方 ８月１日〜９月10日
１次 ９月23日
２次 10月16日〜21日
３次 11月13日〜12月16日

一 般 曹 候 補 生 18歳以上27歳未満の方 ８月１日〜９月10日 １次 ９月18日　　　　　
２次 10月７日〜14日

自衛官候補生
男子 18歳以上27歳未満の方 年間を通じて行っています。 受付時にお知らせします。

女子 18歳以上27歳未満の方 ８月１日〜９月10日 ９月26日〜29日

看 護 学 生 高卒（見込含）24歳未満の方 ９月６日〜10月１日 １次　10月23日
２次　11月20日・21日

防 衛 大 学 校
学 生

一般 高卒（見込含）21歳未満の方
（自衛官は23歳未満） ９月６日〜10月１日 １次　11月６日・７日

２次　12月14日〜18日

推薦
高卒（見込含）21歳未満の方
（推薦については高等学校長の
推薦等が別途必要です。）

９月６日〜９月９日 ９月25・26日

防衛医科大学校学生
高卒（見込含）21歳未満の方

（推薦については高等学校長の
推薦等が別途必要です。）

９月６日〜10月１日 １次 10月30日・31日
２次 12月８日〜10日

高 等 工 科 学 校 生 徒 中卒（見込含）17歳未満の男子 11月１日〜23年１月７日 １次 23年１月22日
２次 23年２月５日〜８日

待遇などくわしくは、お気軽にお尋ねください。
問い合わせは　自衛隊阿南地域事務所（☎22－6981）へ

第
７
回

全
国
少
年
学
年
別
柔
道
大
会
出
場

（
８
月
22
日
〜　

会
場:

北
海
道
立
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
が
ん
ば
れ
！

５
年
男
子
45
㎏
級　
竹
内
翔
雅
く
ん
（
右
）

　

優
勝
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

６
年
女
子
45
㎏
超
級　
延
口
美
咲
さ
ん
（
左
）

　

１
つ
で
も
多
く
勝
て
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い

で
す
。

　受講者の欠員により、９月からの講座受講者を追加
募集します。

参加資格　４歳児〜小学６年生
受講コース　次のうち、いずれかの曜日。
　　　　　火〜金曜日　午後５時〜５時50分
　　　　　土・日曜日　午前11時〜11時50分
参 加 費　週１回　幼児2,000円　小学生3,200円
募集人数　各コース５人（先着順）
申込受付　８月15日㈰　午後４時から

※申込受付開始時に定員を超える場合は、
抽選により決定します。

申込方法　サンアリーナ温水プール事務局までお越し
ください。

　市体育祭（水泳競技）開催に伴い温水プールの一般
開放時間を次のとおり変更します。

開放日時　８月29日㈰　午前10時〜正午、午後５時〜９時

サンアリーナ子ども水泳講座受講者の追加募集

温水プールの一般開放時間の変更

問い合わせは　サンアリーナ温水プール（☎ 22−8733）へ
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健
康
い
き
い
き
情
報

「
い
き
い
き
脳
の
健
康
教
室
」

■
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　

認
知
症
を
予
防
し
て
、
い
つ
ま
で

も
若
々
し
く
元
気
で
過
ご
し
た
い
と

思
い
ま
せ
ん
か
。
脳
を
鍛
え
る
生
活

を
始
め
ま
し
ょ
う
。

日
程　
10
月
22
日
㈮
〜
平
成
23
年
３

月
４
日
㈮
の
毎
週
金
曜
日
の
午
後

対
象　
65
歳
以
上
で
介
護
認
定
を
受

け
て
い
な
い
方
。

募
集
人
員　
30
人

会
場　
ひ
ま
わ
り
会
館

内
容　
脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
材
を
用

い
た
30
分
程
度
の
学
習
（
週
１
回
）

※
参
加
費
は
無
料
で
す
。

申
込
期
限　
９
月
14
日
㈫

※
説
明
会
を
10
月
15
日
㈮
に
行
い
ま

す
。（
応
募
者
に
後
日
連
絡
）

■
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集
し
ま
す

　

地
域
の
高
齢
者
に
対
し
て
学
習
支

援
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

を
募
集
し
ま
す
。

対
象　
市
在
住
の
お
お
む
ね
20
歳
〜

64
歳
ま
で
の
方
で
、
事
前
研
修
会

（
10
月
１
・
８
日
㈮
午
前
）
及
び
学

習
者
説
明
会
（
10
月
15
日
㈮
午
後
）

に
参
加
で
き
る
方
。（
10
人
程
度
）

活
動
日
程　
10
月
22
日
〜
平
成
23
年

３
月
４
日
毎
週
金
曜
日　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

活
動
内
容　
参
加
高
齢
者
へ
の
学
習

支
援
（
週
１
回
２
時
間
程
度
）

活
動
場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館

申
込
期
限　
９
月
３
日
㈮

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
保
健

セ
ン
タ
ー
（
☎
22

－

１
５
９
０
）
へ

「
健
康
相
談
」
の
お
知
ら
せ

　

今
月
は
体
組
成
測
定
を
し
ま
す
。

自
分
の
基
礎
代
謝
量
や
内
臓
脂
肪
の

状
態
な
ど
を
把
握
し
て
、
生
活
習
慣

病
予
防
や
健
康
管
理
に
お
役
立
て
く

だ
さ
い
。

日
時　
８
月
６
日
㈮　

午
前
10
時
〜

11
時

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館

※
素
足
で
測
定
し
ま
す
。

※
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
を
装
着
さ
れ
て

い
る
方
は
測
定
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

－

１
５
９
０
）
へ

健
康
講
演
会
の
お
知
ら
せ

　

昨
年
度
、
阿
南
市
の
大
腸
が
ん
検

診
の
受
診
率
は
９
・
３
％
で
、
そ
の

約
１
割
が
要
精
密
検
査
と
判
定
さ
れ

ま
し
た
。
更
に
５
人
に
大
腸
が
ん
が

認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
腸
が
ん
は
、
あ
る
程
度
進
行
し

て
か
ら
で
な
い
と
自
覚
症
状
は
出
ま

せ
ん
。
こ
の
機
会
に
、
大
腸
が
ん
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
、
予
防
法
を
学

び
ま
し
ょ
う
。

日
時　
８
月
31
日
㈫　

午
後
１
時
30

分
〜
午
後
３
時

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館

演
題　
大
腸
が
ん
に
つ
い
て
知
ろ
う

講
師　
本
田
浩
仁
さ
ん
（
㈶
徳
島
県

総
合
健
診
セ
ン
タ
ー
参
事
）

※
入
場
無
料
・
申
込
不
要

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

－

１
５
９
０
）
へ

ウ
ェ
ル
カ
ム
阿
南
（
転
勤
族
の
会
）

で
子
育
て
情
報
交
換
を
し
ま
せ
ん
か

　

阿
南
市
に
転
入
さ
れ
た
方
で
、
慣

れ
な
い
環
境
で
の
子
育
て
に
戸
惑
う

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

ウ
ェ
ル
カ
ム
阿
南
は
、
そ
ん
な
方

の
情
報
交
換
や
交
流
の
場
で
す
。
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　
８
月
18
日
㈬　

午
前
10
時
〜

11
時
30
分

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館

対
象　
転
入
さ
れ
た
方
で
子
育
て
中

も
し
く
は
妊
娠
中
の
方
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

－

１
５
９
０
）
へ

『
糖
尿
病
予
防
栄
養
講
座
』

の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す

　

糖
尿
病
予
防
は
、
食
事
と
運
動
が

基
本
で
す
。

対
象　
市
在
住
の
65
歳
以
上
の
方
で

血
糖
値
が
ち
ょ
っ
と
高
め
な
ど
気
に

な
る
方

日
時　
９
月
７
日
㈫　

午
前
10
時
〜

午
後
１
時

募
集
人
数　
30
人

内
容　
講
義
と
調
理
実
習

参
加
費　
４
０
０
円
（
材
料
代
）

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館

申
込
締
切　
８
月
24
日
㈫
ま
で

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

－

１
５
９
０
）
へ

「
ザ・男
の
料
理
教
室
」

　

簡
単
に
で
き
る
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の

良
い
料
理
を
、
み
ん
な
で
一
緒
に
作

り
ま
せ
ん
か
。
料
理
経
験
に
関
係
な

く
参
加
で
き
ま
す
。

対
象　
市
在
住
の
65
歳
以
上
の
男
性

内
容　
調
理
実
習
と
講
話

参
加
費　
１
回
４
０
０
円（
材
料
代
）

　　
　問

い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

－

１
５
９
０
）
へ

８月の教室はひと休み…
・高齢期からの筋力アップ体操教室
・達者でおろな健康教室
・阿波踊り体操

日 時 及 び 場 所
対象地域 開催日（各２回） 開催時間 場　　　所 申込締切日

新野・福井・椿 8/24㈫、31㈫ 10:00 〜 13:00 椿公民館 8/17㈫

大野・長生・加茂谷 8/27㈮、9/3㈮ 〃 加茂谷公民館 8/20㈮

見能林・橘・桑野 9/  7㈫、14㈫ 〃 桑野公民館 8/31㈫

富岡・宝田・中野島 9/10㈮、17㈮ 〃 中野島公民館 9/  3㈮

那賀川・羽ノ浦 9/24㈮、10/1㈮ 〃 那賀川社会福祉会館 9/17㈮
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８月　献 血 実 施 一 覧
実施日 採血場所 所在地 採血時間

19日㈭ フジグラン
阿南 領 家 町 10:00〜16:30

24日㈫ 日本電工㈱
徳島工場 橘 町 13:30〜16:00

26日㈭

四国化工機㈱
阿南食品工場 山 口 町 13:00〜14:20

阿南共栄病院 羽ノ浦町 15:00〜16:30

※ 400ml 献血のみの実施です。

※一般の方のご協力もよろしくお願いします。

問い合わせは　徳島県赤十字血液センター
　　　　　　　（☎088－631－3200）へ

子
育
て
ひ
ろ
ば

子
育
て
ひ
ろ
ば

ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
の
投
与

日
時　
８
月
10
日
㈫
・
25
日
㈬　

午

後
１
時
30
分
〜
２
時

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館

持
っ
て
く
る
も
の　
母
子
健
康
手
帳
、

予
診
票

※
料
金
は
無
料
で
す
。

※
１
回
目
と
２
回
目
の
間
隔
は
、
６

週
間
以
上
あ
け
て
受
け
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

－

１
５
９
０
）
へ

今や日本人の２人に１人ががんにかかる時代と言われています。
阿南市でも、平成20年に主要ながんで亡くなられた方は127人。（徳島県保険・衛生統計年報より）
大事に至らないためにも、早期発見・早期治療で健康的な生活を心掛けましょう。
※くわしくは「広報あなん７月号」に掲載。　問い合わせは　保健センター（☎22－1590）へ

が
ん
検
診

始
ま
っ
て
い
ま
す

　介護予防サポーターとは、地域の高齢者の健康づくりや介護予防
に取り組むボランティアで、平成19年度からサポーター養成を行
っています。
　高齢者の交流の場「いきいきサロン」で、体操やレクリエーショ
ンを通して楽しい時間を過ごしませんか。
対象　次の講座をすべて受講できる方で、受講後に「いきいきサロ

ン」でボランティアとして活動できる方。

講師　鶯　春夫さん（徳島文理大学理学療法学科教授）
申込期限　９月３日㈮
申し込み・問い合わせは　保健センター（☎22－1590）へ

開催日 開催時間 内　　　　　容

9/17㈮ 9:30〜11:30
開講式
・「介護予防サポーターの活動」体験談
・講話「転倒を予防するために」

9/24㈮ 13:30〜16:00 ・レクリエーション①「高齢者を元気にする方法」・実技「転倒予防体操①」

10/1㈮ 13:30〜16:00 ･ レクリエーション②「高齢者を元気にする方法」・実技「転倒予防体操②」

10/8㈮ 13:30〜16:00 ・実技「転倒予防体操③」･閉講式

※サロン見学の日程は未定です。

募集
「介護予防サポーター」

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

　

お
子
さ
ん
が
す
こ
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
を
願
い
、
育
児
を
支
援

し
て
い
ま
す
。
無
料
で
施
設
を
開
設
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

（
羽
ノ
浦
さ
く
ら
保
育
所
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
）

《
８
月
の
日
程
》

３
日
㈫　

お
母
さ
ん
コ
ー
ラ
ス

６
日
㈮　

水
あ
そ
び

20
日
㈮　

お
話
を
き
こ
う

24
日
㈫　

お
誕
生
会

31
日
㈫　

水
あ
そ
び

う
た
っ
て
あ
そ
ぼ
う　
10
日
㈫
・
17

日
㈫
・
27
日
㈮

　

手
遊
び
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を

し
ま
す
。

お
弁
当
タ
イ
ム　
午
前
11
時
45
分
〜

　

お
弁
当
持
参
で
楽
し
く
食
べ
て
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
子
育
て
に
関
す
る
相
談
も
随
時
お

受
け
し
て
お
り
ま
す
。

日
時　
平
日　

午
前
９
時
〜
午
後
２

時問
い
合
わ
せ
は　
羽
ノ
浦
さ
く
ら
保

育
所
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
44

－

５
０
５
９
）
へ
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お
ひ
さ
ま
ひ
ろ
ば

《
８
月
の
日
程
》

２
日
㈪　

英
語
で
あ
そ
ぼ
う

６
日
㈮　

お
年
寄
り
と
の
ふ
れ
あ
い
食

事
会

９
日
㈪　

発
育
計
測
・
健
康
相
談

12
日
㈭　

臨
時
休
園

13
日
㈮　

臨
時
休
園

16
日
㈪　

発
育
計
測
・
助
産
師
に
よ
る

健
康
相
談

20
日
㈮　

お
誕
生
会

27
日
㈮　

お
は
な
し
こ
ろ
り
ん

※
自
衛
隊
駐
屯
地
の
工
事
が
行
な
わ
れ

て
い
ま
す
。
来
所
時
に
は
安
全
運
転
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
行
事
に
よ
っ
て
は
有
料
・
事
前
の
申

し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
時　
平
日　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

問
い
合
わ
せ
は　
那
賀
川
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
（
☎
０
８
８
５

－

38

－

１
１

６
３
）
へ

つ
ど
い
の
広
場
・

す
く
す
く
in
阿
南

　

子
育
て
相
談
や
子
ど
も
と
保
護
者
間

の
交
流
の
場
で
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

《
８
月
の
日
程
》

11
日
㈬　

桑
野
公
民
館

13
日
㈮　

新
野
公
民
館

に
こ
に
こ
ひ
ろ
ば

（
今
津
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
）

《
８
月
の
日
程
》

３
日
㈫　

作
っ
て
遊
ぼ
う

17
日
㈫　

お
話
し
ひ
ろ
ば

24
日
㈫　

お
誕
生
会

31
日
㈫　

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
と
ふ

れ
あ
い
遊
び
（
広
井
路
代

さ
ん
）

日
時　
平
日　

午
前
９
時
30
分
〜
午

後
４
時

※
子
育
て
に
関
す
る
相
談
も
随
時
お

受
け
し
て
お
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
今
津
こ
ど
も
セ
ン

タ
ー
（
☎
42

－

０
７
２
０
）
へ

ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば

（
橘
保
育
所
）

《
８
月
の
日
程
》

３
日
㈫　

み
ん
な
で
遊
ぼ
う

17
日
㈫　

お
話
い
っ
ぱ
い

24
日
㈫　

作
っ
て
遊
ぼ
う

31
日
㈫　

お
誕
生
会

日
時　
平
日　

午
前
８
時
30
分
〜
正

午
・
午
後
２
時
30
分
〜
４
時

問
い
合
わ
せ
は　
橘
保
育
所
（
☎
27

－

１
４
４
１
）
へ

な
か
よ
し
ひ
ろ
ば

（
平
島
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
）

《
８
月
の
日
程
》

３
日
㈫　

水
あ
そ
び

19
日
㈭　

子
育
て
講
座
「
親
子
リ
ト

ミ
ッ
ク
教
室
」
講
師:

杉

山
睦
子
さ
ん　

先
着
15
組

８
月
１
日
㈰
〜
受
け
付
け

24
日
㈫　

お
は
な
し
の
ポ
ケ
ッ
ト

31
日
㈫　

お
誕
生
会

日
時　
平
日　

午
前
９
時
30
分
〜
午

後
１
時
・
午
後
２
時
30
分
〜
４
時

問
い
合
わ
せ
は　
平
島
こ
ど
も
セ
ン

タ
ー
（
☎
21

－

２
０
０
２
）
へ

18
日
㈬　

長
生
公
民
館

25
日
㈬　

福
井
公
民
館

27
日
㈮　

加
茂
谷
公
民
館

ひ
ま
わ
り
会
館
す
こ
や
か
ル
ー
ム
で

の
開
催
は
４
日
㈬
・
６
日
㈮
・
10
日

㈫
・
17
日
㈫
・
20
日
㈮
・
24
日
㈫
・

31
日
㈫
で
す
。

時
間　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

問
い
合
わ
せ
は　
こ
ど
も
課
（
☎
22

－

１
５
９
３
）
へ

親
子
教
室

「
シ
ル
バ
ー
マ
マ
」

 

音
楽
と
英
語
Ａ
Ｂ
Ｃ
で
あ
そ
ぼ
♪

対
象
者　
阿
南
市
在
住
の
就
学
前
の

子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

日
時　
９
月
９
日
㈭　

午
前
10
時
〜

正
午

場
所　
ひ
ま
わ
り
会
館

内
容　
市
内
音
楽
教
室
の
講
師
と
一

緒
に
「
心
の
栄
養
」
音
楽
と
「
リ
ズ

ム
で
感
じ
る
」
英
語
を
親
子
で
楽
し

み
ま
せ
ん
か
♪

定
員　
15
組

申
込
期
間　
８
月
２
日
㈪
〜
27
日
㈮

申
込
方
法　
電
話
に
て
事
務
局
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
教
材
費
が
別
途
必
要
で
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
㈳
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
務
局
（
☎

23

－

２
６
３
０
）
へ

おひさまひろば
たくさん部屋があっていろいろ楽しめます。

ふれあいひろばのようす
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　「園だよりが楽しみなんですよ。子どものちょっとしたスナップ写

真を載せてくれていて。お父さんもいいなあ〜って、毎回楽しみに読

んでいるんですよ。」

　幼稚園では、一人ひとりの保護者の方と十分にかかわりたいという

思いをもっています。しかし、いろいろな状況の中、それがなかなか

できていないのも現状です。そこで、保護者の方々のニーズに合わせ

た共感してくれるような、子どもの姿の伝え方を工夫しています。そ

のひとつが園だよりです。幼稚園では子どもたちを中心に、保護者の

方々と思いを共有するために園だよりを作っています。試行錯誤し、

それぞれの取り組みのアイデアを生み出しています。

　「“孫の顔が載っているのはいいもんじゃ。”っておじいちゃんもお

ばあちゃんも楽しみに読んでくれて…。ありがとうございます。」

　子どもたちの様子を伝える手法や質を見直す取り組みは、子育てを

家族みんなで楽しむことにつながっていく大切な取り組みのひとつだ

と感じています。

　　　　　　　学校教育課　

　− 幼稚園だより  −

子育て一言メモ
児
童
扶
養
手
当
現
況
届
・
特
別
児
童
扶
養

手
当
所
得
状
況
届
の
提
出
を

　

受
給
資
格
者
の
方
に
は
、
提
出
書

類
等
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
必
要
書

類
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

 

児
童
扶
養
手
当

提
出
期
間　
８
月
２
日
㈪
〜
８
月
31

日
㈫

提
出
場
所　
こ
ど
も
相
談
室

　

提
出
時
は
面
接
に
よ
り
受
け
付
け

い
た
し
ま
す
。
な
お
、
窓
口
が
混
雑

し
ま
す
の
で
通
知
書
に
記
載
さ
れ
て

い
る
日
程
表
の
日
時
に
お
願
い
し
ま

す
。

提
出
に
必
要
な
も
の　
現
況
届
お
知

ら
せ
通
知
書
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

 

特
別
児
童
扶
養
手
当

提
出
期
間　
８
月
11
日
㈬
〜
９
月
10

日
㈮

提
出
場
所　
こ
ど
も
相
談
室

提
出
に
必
要
な
も
の　
所
得
状
況
届

提
出
通
知
書
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

こ
ど
も
相
談
室

（
☎
22

－

１
６
７
７
）
へ

 ● 児童扶養手当
　父母の離婚などで父または母と生計を同じくしていない児
童が育成される家庭（ひとり親家庭）の生活の安定と自立の
促進に寄与し、児童の福祉の増進を図ることを目的に支給さ
れる手当です。
 ● 手当てを受けられる方は
　次の①〜⑤のいずれかに該当する児童を父が監護し、生計
を共にしている場合に支給されます。
①父母が婚姻を解消した児童
②父または母が死亡した児童
③父または母が一定程度の障害の状態にある児童
④父または母の生死が明らかでない児童
⑤その他（父または母が１年以上遺棄している児童、父また

は母が１年以上拘禁されている児童、母が婚姻に
よらないで懐胎した児童など）

　対象となる児童は、父または母と生計を共にしていない
18歳に達する日以後の最初の３月31日まで（障がいをもつ
児童は20歳の誕生日まで）にある児童です。
 ● 手当の額（月額）
　受給資格者（ひとり親家庭の父や母など）が監護 ･ 養育す
る児童の数や受給資格者の所得等によって全部支給、一部支
給、全部停止が決まります。また、生計を同じくする扶養義
務者に一定以上の所得がある場合には手当が停止します。
◎児童１人の場合　全部支給 41,720 円

一部支給 41,710 円〜 9,850 円
全部停止 0 円

◎児童２人以上の加算額　２人目 5,000 円　
３人目以降１人につき 3,000 円

 ● 申請手続きは
　こども相談室で受け付けいたします。申請には、次の書類が必
要です。申請される前に必ずお問い合わせください。
１．戸籍謄本（申請者および対象児童）
２．住民票謄本（申請者および対象児童の属する世帯全員）
３．年金手帳
４．健康保険証（申請者および対象児童）
５．預金通帳（申請者名義）
６．印鑑
７．申請する前年の12月31日以降に転入した方および所得の

申告ができていない方は、所得課税証明書。
８．その他、家族の状況に応じて必要書類の提出をお願いする

ことがあります。
 ● 支給時期
　平成22年８月〜11月分の手当の支給は、12月10日となり
ます。
　以降、４月11日（12〜３月分）、８月11日（４〜７月分）の
支給となります。

※なお、父子家庭の方に限り
・７月31日までに支給要件に該当している方→ 11月30日まで

に申請すれば「８月分」から支給されます。
・８月１日以降、11月30日までに支給要件に該当した方 → 

11月30日までに申請すれば、「要件に該当した日の翌月分」
から支給されます。

問い合わせは　こども相談室（☎22－1677）へ

８月１日から父子家庭のみなさまにも
　　児童扶養手当が支給されます

大事な
お知らせ

　児童扶養手当を受給するためには申請が必要です。父子家庭の方は、11月30日までに
手続きをしてください。（11月30日を過ぎると申請日の翌月からの支給になります。）
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人口と世帯数

スポーツ施設８月の休館日
人口 77,991人（−    6）
男 37,610人（　    0）

女 40,381人（−    6）

世帯数 29,199世帯（＋  20）

●平成22年６月末日現在 (　 )内は前月対比

相　　　　談 日（曜日） 時　　　間 場　　　所 問い合わせは

行 政 相 談 10･24日㈫ 午前9時30分〜
11時30分 市役所市民相談室 市民生活課

☎22－1116

法 律 相 談 ５・19日㈭
午後1時30分〜
4時30分　	要予約

市役所市民相談室 市民生活課	☎22－1116

消費生活相談 平日開館しています 午前9時30分〜
午後4時30分 消費生活センター 消費生活センター

☎24－3251

登 記 相 談 27日㈮ 午後2時〜4時 ひまわり会館 市民生活課
☎22－1116

心配ごと相談 ２・９・23・
30日㈪

午前10時〜
午後3時

市民会館内
社会福祉協議会

社会福祉協議会
☎23－7288

出 前
心配ごと相談

２日㈪ 午前10時〜
午後3時 長生住民センター 社会福祉協議会

☎23－7288

人 権 相 談 所 10日㈫ 午後1時30分〜
4時 ひまわり会館１階 人権・男女参画課

☎22－3094

健 康 相 談 ６日㈮ 午前10時〜11時 ひまわり会館 保健センター
☎22－1590

栄 養 相 談 19日㈭ 午前10時〜11時
要予約

ひまわり会館 保健センター
☎22－1590

女性の生き方
何 で も 相 談

３・10・17・24・
31日㈫

午後1時〜5時
要予約

市民会館内２階相談室 男女共同参画室分室
☎22－0361

サンアリーナ 2・9・16・23・30日

那賀川スポーツセンター 4・11・18・25日

羽ノ浦総合国民体育館 2・9・16・23・30日

羽ノ浦健康スポーツランド 2・9・16・23・30日

８月の相談日

８月の休日・夜間診療

●休日昼間　午前９時〜午後５時

日 医療機関名 所在地 問い合わせは

1 阿南医師会中央病院内 宝 田 町 ☎22−1313

8 阿南医師会中央病院内 宝 田 町 ☎22−1313

15 阿南医師会中央病院内 宝 田 町 ☎22−1313

22 阿南医師会中央病院内 宝 田 町 ☎22−1313

29 阿南医師会中央病院内 宝 田 町 ☎22−1313

※市内の休日医療機関は、変更される場合がありますので、

　阿南市医師会（☎22－1313）までお問い合わせください。

●夜間（毎日）　午後５時〜11時
市内の医療機関または阿南医師会中央病院内
※阿南市医師会（☎22－1313）までお問い合わせください。

軽症でも急いで治療の必要がある場合、市内の医療機関で受診できます。

※相談は無料です。ご予約が必要なものもありますので、
くわしくは、直接担当課までお問い合わせください。

※９月の法律相談の予約は、８月２日から受け付けています。

８月の市税

問い合わせは　納税課（☎22－1792）へ

▪ 市　県　民　税（第２期）

▪ 国民健康保険税（第３期）

納期限は、8月31日㈫です。納め忘れのないように
しましょう。

〜市税の納付は口座振替が安全で便利です。〜

●市税日曜窓口 8月29日㈰ 市役所1階納税課
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ふ
る
さ
と「
阿
南
市
」の
す
ば
ら
し
い
魅
力
を
再
発
見

編集室の

窓

ぶ
ら
り
ま
ち
紀
行

　今月号の取材で撮影した写真は1,000枚を超えました。たくさんの笑顔と出会うなかで、原口シゲ子さんの笑顔はとても印象的でした。
戦争体験のない私に大きな宝物をいただいた気がしています。ぜひ、歌集「昔日」を読んでみてください。（山）
　真夏の熱戦・インターハイ。勝つか負けるかどちらかひとつ。その真剣勝負のすべての戦いにはドラマがある。若者たちのすがすがし
い戦いを期待して、頑張れ、輝く阿南の若者！（H）

伊
島

　

連
絡
船
に
乗
る
と
、
四
国
で
最
初
に
朝
日
が
昇

る
島
「
伊
島
」。
周
囲
10
㎞
に
も
満
た
な
い
小
さ

な
島
の
あ
ら
ゆ
る
場
所
に
、
自
然
の
吐
息
が
潜
む
。

紫
陽
花
ロ
ー
ド
（
中
林
町
林
崎
）

　

雨
上
が
り
、
葉
の
上
か
ら
こ
ぼ
れ
落
ち
る
水
滴
が
美
し
い
。

６
月
中
旬
に
は
、
あ
ち
こ
ち
に
色
づ
き
始
め
た
紫
陽
花
が

あ
で
や
か
さ
を
増
す
。

あ
ゆ
釣
り
（
那
賀
川
）

　

６
月
１
日
か
ら
解
禁
と
な
る
あ
ゆ
釣
り
。
釣
り

人
た
ち
が
川
で
釣
竿
を
ふ
る
う
よ
う
す
は
那
賀
川

の
初
夏
の
風
物
詩
。

南
谷
川
の
蛍

　

５
月
下
旬
と
も
な
る
と
、
ホ
タ
ル
が
せ
せ
ら

ぎ
の
川
面
に
見
事
な
乱
舞
を
魅
せ
は
じ
め
る
。

北
の
脇
海
岸

　

そ
の
昔
、
環
境
庁
が
「
日
本
一
美
し
い
海
」
と
折

り
紙
を
つ
け
た
。
２
㎞
に
も
及
ぶ
長
い
砂
浜
と
、
遠

浅
の
海
岸
は
、
日
本
の
渚
百
選
に
も
選
ば
れ
て
い
る
。

中
林
海
岸

　

阿
南
・
徳
島
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
を
抜
け

る
と
、
小
島
が
点
在
す
る
風
光
明
媚
な
中
林
海

岸
が
目
の
前
に
広
が
る
。

西
部
公
園（
ひ
ま
わ
り
ラ
ン
ド
）（
中
大
野
町
南
傍
示
）

　

気
軽
に
森
林
浴
や
運
動
が
楽
し
め
る
公
園
は
、
５

月
上
旬
に
は
シ
ャ
ク
ヤ
ク
が
見
ご
ろ
を
迎
え
、
７
月

に
は
夏
ま
つ
り
が
行
わ
れ
る
。

第
50
回

総
集
編

夏の部

蒲
生
田
岬
（
椿
町
蒲
生
田
）

　

岬
ま
で
遊
歩
道
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
絶
え
間
な

く
打
ち
寄
せ
て
く
る
波
の
音
を
聞
き
な
が
ら
進
む
こ

と
が
で
き
る
。

午
尾
の
滝
（
深
瀬
町
岡
崎
）

　

高
さ
約
30
ｍ
の
滝
は
、
四
囲
の
緑
と
と
も
に
織
り
成
す
景
色
が

美
し
い
。
水
が
枯
れ
る
時
は
細
流
と
な
り
、
牛
の
尾
に
似
て
い
る

と
こ
ろ
か
ら
「
牛
尾
の
滝
」
と
表
さ
れ
る
説
も
あ
る
。

阿
南

○
南
谷
川
（
山
口
町
）

○
堂
谷
川
（
長
生
町
明
谷
）

○
加
茂
谷
橋
北
側
の
下
（
楠
根
町
）

○
日
開
谷
か
ら
流
れ
出
る
小
川

（
阿
瀬
比
町
）

○
岡
川
に
つ
な
が
る
用
水

（
下
大
野
町
渡
り
上
り
）

○
元
信
川
（
新
野
町
元
信
橋
付
近
）

○
福
井
川
（
福
井
町
羽
広
橋
付
近
）

○
椿
川
（
椿
町　

保
育
所
前
）

地
元
で
も
有
名
な

鑑
賞
ス
ポ
ッ
ト




